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大管長会 メッセ ージ

結婚 によ って

ひ とつ とな る

大管長

スベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

誉 れある，幸せな，実 り多き結婚生活は，目

普通の人ならだれ もが 目指す大切 な目標

である。結婚は人が決心す る.ことの中で最 も

大切 なものであ り， また最 も大 きな影響 を及

ぼす ものであろ う。なぜ ならば，結婚は目前

の幸せばか りでなく，永遠の喜びを ももた ら

すか らであ る。 またこれは，当事者ふた りだ

けでな く，その家族，特に子供や孫， さらに

その子孫に影響 を及ぼす ものである。

従 って，永遠に連れ添 う伴侶 を選ぶにあた

っては，細心の注意 を払 って計画 し，考え，

祈 り， 断食をして，最 も大切なこの決定 を下
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すようにしなければならない。そうすれば，

決断を誤るこ とはないであろ う。真実の結婚

生活には，心 と感情の一致が必要である。

テレビ映画や小説では，たいてい主人公が

結婚 したところで物語が終わる。「こうしてふ

た りは末長 く幸せ に暮らした」 と。 しか し私

たちは，結婚式 を挙げるだけでは幸福になれ

ないし，実 り多い結婚生活も営めない。幸福

は電灯のようにスイッチ を入れさえすれば よ

いというものではない。幸福は心の状態であ

り， 自分 自身の内部か らもたらされるもので

ある。幸福は努力 して得 るものである。金銭

で売買したり，待っていて得 られるようなも

のではない。

ある人々は，幸福 とい うと，安易 で，ぜい

たくで， いつ もスリルに富んだ華美な生活を

想像す る。 しか し，本当の結婚は，私心 牽な

くして相手に与 え，仕え，分か ち，犠牲 を払

うところか らもたらされる幸福 をその基 とす

るのである。

異なる環境の下で育ってきたふた りは，結

婚式を挙げると間 もな く，避け ることので き

ない現実の姿 を知る。そ して，責任 を負い，

新 しい義務 を引き受 けなければな らない。個

人的な自由をある程度制 限し，いろいろな面

で私心 をな くし，夫婦間の調整 を図るこ とが

要求 され る。

また，結婚 してしばらくすると，以前に気

づかなか った，配偶者の欠点を知 るようにな

る。その上，結婚前にいつ も目に映 った様々な

キンボール大管長御夫妻



徳が次第にその姿 を消 し，以前にはご くわず

かでそれ程気にならなかった欠点が，大 きく

頭をもたげて くる。それに続いて，相手の心

を理解 し， 自己評価 し，良識 を働かせ，夫婦

の関係 を密にする計画を立てる時期が訪れる。

経済上の調整 を図 ることを忘れている夫婦

もいる。ある若い妻はぜいた くな生活 をした

いがために，家庭の務め を放 り出して，職場

に仕事 を求め る。こうして夫婦で共かせ ぎす

るようになると，家庭 には協力の精神ではな

く，不和が芽生えて くる。疲れ切 って帰って

来るふたりの神経は高ぶ り，尊大 とな り，自己

中心 とな り，そ して誤解が生 じるか らである。

結婚生活は容易ではない。感情の行 き違い

や挫折感 を味わ うことも多い。 しか しその一

方で，永続する真実の幸福 を得ることも可能

である。それは人の心 で推 し測ることのでき

ない大 きな喜び となり， しか もすべての夫婦，

すべての人々がそれ を手にできるのである。

あらゆ る努力を払い， よ く祈って，最 も麗し

く一致のあ る生活を営める相手を見いだすよ

うに努める時，確かにすべての若い男女は，

幸福 を得，実 り多い結婚生活を営むことがで

きるのである。 しか しそのためには，ふた り

が進んで代価 を払わなければならない。

すべての夫婦に永遠の幸せな結婚 を保証す

る，絶対に確実な公式がある。しかしどのよ

うな公式についてもそ うであるが，必ず守ら

なければな らない大切 な要件がある。ふ さわ

しい相手 を選ぶことや結婚式後も思いや りを
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持ち続け ることも大切であるが，何 と言って

も，結婚生活 をどのように営むか， これが最

も重要である。しか もそれを実 りあるものに

す るのは当人なのである。

結婚生活の幸不幸は，経済，社会，政 治，

その他の諸情勢が関係 しているように思われ

るか もしれない。しかし第一に影響 を与える

のは夫婦 自身である。ふた りが決意 し，私心

をなくし，正義に従 うならば，必ず結婚生活

を実 りあるものとす ることがで きるのである。

そのための公式は簡単 である。

まず第1に ，ふさわしい結婚相手 を選ぶこと。

自分に とって大切 な事柄 のすべての面ででき

るだけ完全に近い配偶者 を選ぶようにする。

第2に.私 心をなくす こと。すべ てを家族

の益のために行なわなければならない。

第3に ，愛を保 ち，さらに大き くするために，

愛情と思 いや りの表現 を継続すること。

第4に ，イエス ・キ リス トの福音の中に明

らかに されているままに，主の戒めに完全に

従って生活 をすること。

以上の事柄 を正 しく守 り続けるな らば，不

幸にな り，誤解が続 き，不和が生 じる余地 は

全 くない。

すなわち，このような結婚生活を送る夫婦

は，犠牲を払い，協力 し合い， 自分の欲求を

ある程度抑 える。 また，経済的， 肉体的，精

神的な負担に耐 えて子供 をもうける。その結

果 として，他では得られない最高の気持 ちを

味わうことができる。

結婚するまで，人にはそれぞれ 自分の意の

ままに行動す る自由があ り，人生設計 も思い

通 りに行ない， 自分を中心にすべてのことを

決定で きる。しか し，結婚す る男女は， どち

らか一方の益 よりもふたりの新 しい小 さな家
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庭 の幸せ を常に優先するという誓いを文字通

り完全に守る必要のあることを， その誓いを

立てるに先立 って認識 しなければならない。

物事の決定 を下すにあたっては， それ によっ

て影響 を受けるのは 自分だけではないことを

十分 に考慮 しなければならない。妻 は，重大

な決定 を下す時に，それが両親 と子供たち，

家庭，それに 自分たちの霊的な生 活に及ぼす

影響 を考 えなければな らない。また夫は職業

や社交，友達つ き合い，趣味 を決 める場合，

家族の一貝 として，家族全体のこ とを考慮 し

て行 なう必要がある。

結婚生活は必ず しも平穏無事 とは限 らない

が，家庭 を平安 なものとす ることは可能 であ

る。貧乏，病気，失望，失敗，・さらに家族の

死に さえ直面するか もしれない。けれどもこ

れらも平安 を奪い去ることはできないのであ

る。結婚生活は，利己心の入 り込む余地 を与

えない限 り，実 り多い もの とすることができ

る。しかも，利己心 を完全に廃 した夫婦は，

困難や問題に直面す ることで，その結び付 き

を2度 と切れない程に強 くす るこ とができる

のである。例 えば，1930年 代 の不況時の離婚

は， ご くわずかであった。それは，貧困，欠

乏，失望が，夫婦の絆 を強めたためである。

そのように，繁栄は夫婦 の絆 を断つが，逆境

は絆を強めるのである。

また，利己心 をな くす と，実 り多い結婚生

活の中に今ひとつの要素が生 まれて くる。す

なわち，相手の関心事に心 を留め，相手の慰

め と幸福 を求め続けるな らば，結婚前に芽生

え，結婚 と共に結び合 った愛情は，ますます

深 くなるであろう。

本当に幸福 な結婚生活 を営むためには，主

の戒めを忠実に守 るこ とが必要である。独身



考，既婚者 を問わず，人は皆，義 しくない限

り，本当の幸せ は得 られないのである。

真実の教会 を知っていて，福音にかなった

生活を送 りたいと考 えていなが ら，教会に活

発に集わない人は，決 して幸福 を得 るこ とは

できない。不活発な生活は結婚生活を破壊す

るものである。

結婚は神によって定め られたものであ り，

単なる社会の慣習ではない。従 って，ふ さわ

しく実 り多い結婚生活 としない限 り，人は決

して昇栄 できないこ とだろう。主のみ言葉に

あるように，結婚することは正 しく，ふ さわ

しいことである。

自分 自身よりも主を愛 し，また 自分以上に

配偶者 を愛 して，福音 を基 としてその計画に

完全に合致 した生活を営む夫婦は， この大き

な幸せ を必ずや得るに違 いない。

夫婦がそろってたびたび聖なる神殿へ行き，

家族 と共にひ ざまずいて祈 り，教会の集会に

出席 し，思いにおいても肉体 において も完全

に清い生活を送 り， 自分のすべての思いと望

みと愛 を伴侶に向け，さらに神の王国を築 く

ために力 を合わせるならば，幸福が訪れ るこ

とだろう。

「汝ら誠心を以て妻を愛 して これ と結び合

うべ し。その他の者に愛着することなかれ。」

(教義 と聖約42：22)こ れは主のみ言葉 である。

このみ言葉は，次のように言い換えること

もできる。「汝ら誠心 を以て夫 を愛 してこれと

結び合 うべ し。その他の者に愛着す ることな

かれ」 と。に もかかわらず，母親や父親や友

達に愛着する人々をしば しば見受ける。 また

母親がいつ までも子供たちのことに 口出 しを

続ける場合 もある。 さらに，いろいろな事柄

ば 自分の伴侶に相談すべ きであるに もかかわ

らず，父親や母親の もとに行って相談し，.助

言を求め，力 を借 りようとする夫や妻がいる。

しか し，夫婦間の事柄は他の入々に口外せず，

ふた りの間だけのことにすべ きである。

結婚 をしたならば，親か ら独立すべきであ

る。そして，伴侶 を愛 し，その助言 を大切に

し，ふた りの結び付 きを尊ぶ。 しか し，伴侶

か ら助言 を受けたら，祈 りの気持ちをもって

よ く考 え，自らの判断力を働かせ て決定を下

し，それ を生活に取 り入れ る。 また，夫婦は

家庭 をひとつにす るだけでな く， もっと親密

な結び付 きがなければな らない。

「而してこの二人の者一体 となるべ し
。す

べてこれは， この世 の造 られたる目的に適わ

んためなり。

すなわち，この世のいまだ創 られ ざる前に

人の創 られしに従いて， 人間の数のこの世に

充たされんためな り。」(教 義 と聖約49：16-17)

兄 弟姉妹，これは主のみ言葉である。極め

て重要 な勧告である。何 人も主に反論するこ

とはできない。なぜ なら，主は地球 を創造 し，

民 を創造 し， もろもろの事柄を御存知である。

そして主は，計画 を定められた。私たちは，

これ らの重要な事柄につ いて主 と議論できる

程，知性 は優れていないし，賢明で もない。

実に主は，何が正 しく真実であるか を御存知

なのである。

私 たちは皆さんに，これ らの事柄について

考えていただ きたい と願 うものである。皆 さ

んは申し分のない結婚生活を送 り，立派な生.

活 を営み，結婚生活をよ り良 くするように努

めていただきたい。

(1976年9月7日 ，ブ リガム ・ヤング大学に

おける説教 より)



結婚生活を変えるには，

まず自分を

変えること

ア フ ト ン ・J・ デ ィ

最 近高校時代 のひ とりの友人に会 った・話

は自然に夫婦 と子供 のことに移 った。と

ころか，アンか元気な く 「ショニー は教会に

あまり活発てないの」 とか，言いわけめいた

口ふ りて 「今はコー ヒー を飲んているの。 シ

ョニーか飲むのて，それに合わせた方かいい

か と思 って」 と言うのを聞きなか ら，私の心

は穏やかてはなかった。

日曜学校の教師か家族関係の改善 を促す本

を薦めた時に も，同 しような経験 をした。ハ

プテスマ を受 けたはか りの教会員か寂 しそ う

な顔 をして，「夫婦て読 まなけれは何にもなら

ないて しょう。て も，私の妻は教会から持 ち
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帰 る本は，全 く読 もうとしないんてす」 と言

っていた。

理想的な家庭の模範 を見て，失望する教会

員は多い。ある人は，父親か神権 を行使 し，

妻か夫 をよく助ける立派な 日の光栄の王国に

ふさわしい家族 の話か出たたけて，絶望的 な

気持ちや， 時には憎悪さえ抱 くことかある。

そのような家庭像か描けすに， 自分 の家族は

月の光栄の王国にしか行けないと考 えたり，

意識す るにせ よしないにせ よ 日の光栄の王国

に行けそ うな家族に対 して拒絶感を抱 く人々

は大勢いる。その ような拒絶感は， 人の 自由

意志に足かせ をはめようとする巧み な誘惑の



蕪撫
懸

ように思 われる。私たちはみな， たた自分た

け をコン トロールす る自由 と責任 を与えられ

ていて，人 を束縛 してはいけない と教 えられ

ている。 しか し同時に私たち教会員は，霊感

と感化 を及ほしなさい と勧め られている。そ

うてあるとすれは，ます私たちか行 なわなけれ

はならないこ とは，人の 自由意志 を侵害する

ものか何て，私たちにてきることは何か とい

っ認識を持つことてはないか と思 う。

夫婦の とちらか一方， あるいは両方か不快

な状況に直面 した時に， それ を好転 しようと

計画 も努力もせすに毎度 お手上 けているよう

ては，結婚生活は硬直化 してしまう。そうす る

と，次のような状態になることか予想 される。

1.相 手のこ とを口実に して最善の努力を払

お うとしない。「ほ くか何か してやって も，妻

は喜んてくれたため しかない。たからわさわ

さすることもないたろう。」「ジムは家の中か

きれいてあろうと汚れていようと一向に気に

ならないみたい。 これては一生懸命に掃除す

るたけ損たわ。」

2.事 態を変えるのに効果のない方法を使っ

て しまう。文句(「 この しゅ うたん，まるて2

年 も掃除 していないようたね。」〉，不平(「 主

人は教会 に少 しも関心かないの。あなたのよ

うに家庭 に神権者か いる人たちかうらや まし

いわ。」)，正 当化(「 妻か助けて くれさえすれ

は，ほ くたって良い父親になれるのに。」)，お

どか し，交換条件，最後通告 なと。正直な気

持ちはそうか もしれ ないか， 目標 を達成する

のにこれらは何の役に も立たない。小言や強

制やあてこす り，文句，不平，正当化，交換

条件なとか，家庭 内の 目標達成に何 の効力 も

持 たないとしたら，何をすれはよいのたろう

か。

第1結 婚生活の 目標 として何か価値かあ

るか をはっきりさせ る。幸せな家庭， クリス

チャンらしい雰囲気，進歩成長の気風 これ

らはいすれ も時間 と労力 を費やす価値の十分

あるものてある。反対に，相手の個性 を自分

の好みに合わせ ようとす るような目標は，救

い主の御計画に添わす，必すや， 日の光栄の

関係に不可欠な愛 と相互の尊敬を損 うように

なることたろ う。
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第2.親 子，師弟，夫婦な ど，どの人間関

係にも大切 なのが，相手 を心か ら尊敬す るこ

とである。自分の気に入った点だけを表面的

に尊敬す るのではな く，真心か ら尊敬す る。

それには，何であれ，相手の権利を一切尊重

す ることが含 まれる。人間の神聖 な行 く末を

理解 し，福音の標準 を厳密に守 っていれば，

この種の尊敬 というものは， はじめは難 しく

思われて も，絶対に必要 であることがわかる

はずである。

第3.「 権力闘争」を避 ける。これは良い家

族関係を築 く上でよ く見 られる障害である。

意識 して夫婦で 「権力闘争」 を繰 り広げ る末

日聖徒はいないと思 う。私たちは，夫が家庭

の長であ り，妻が夫の助け手であるこ とを信

じている。 しか し中には，頭ではわかってい

なが らそれ と気づかないまま，相手の上に立

ちたい， 自分の言いな りにさせ たい とやっき

になる女性がいる。 くず入れ をきれいにす る

のはだれの責任か，家の中がいつ も汚い， 夕

食に どの友人を招待するか でいつ も衝突す る。

このようなことは，我の張 り合 いか意固地の

表われであると思 う。結婚生活においては，

棚の整理や くず入れの掃除 とい う日常的なこ

とに表われる 「権力闘争」が，大 きな問題 を

はらんでいる場合がある。家事の勧めに顔 を

しかめる妻たちが多い一方，教会にいつか ら

出席するか，いつタバコをやめ るか， いつ宣

教師の話を聞 くか といったことについては 自

由意志 を尊重 しなければな らないと考える夫

や妻たちもいる。強いるのをやめて，「私が正

8

しい」式の態度か ら 「一番良いと思 うこ とは

あなたが 自分で選べ ばよい」 という気持 ちに

なった時，家族 は霊的な恵みにもっ と感 じや

す くなると思 う。

ではそ うな ると，悔い改めを叫ぶ責任はど

うなるのだろうか。神権者が家 を治めなけれ

ばな らないというこ とは知っている。また聖

書には， イエス ・キ リス トが教会の頭である

ように夫は妻の頭である と言われている(エ

ペ ソ5：23参 照) 。 しか し末 日の聖典には，神

権者は権能 を行使す る方法によく注意を払う

ように と書かれている。 いかなるかたちであ

れ，強制は よくない(教 義 と聖約121：37-39

参 照)。教会の女性 たちは，夫が良いことをす

るように励ます よう勧め られている。聖典や

教会歴史を読む と，女性には夫に助 言を与 え，

励ます権利 と責任のあるこ とがわかる。 しか

し， ジョセブ ・ス ミスは ノーブー扶助協会の

女性たちに，小言を慎む ように忠告 している。

「あなた方は
，夫の行状 を責めたててはな

らない。……あなた方の聖 さと思いや りと愛

情 とを感 じさせ なさい。……争 い， 口論 し，

言い逆 らい，反抗 してはならない。柔和 と愛

と聖 さ，これこそが，善良な男性たちの目に

あなた方を大いならしめるものである。」(Doひ

麗耀 雇αηH鶴oη(ゾ 劾6α 弼箔6乃 「教会歴史

言己金乗」4：605)

教 義 と聖約121章 に は，聖霊はふ さわしい

神権者に，人々に対 して神の権能 をどの よう

に用いたらよいかを教えて下 さるという約束

が記 されている(教 義 と聖約121：43参 照)。



～

そ してニーフ ァイは，その特権が神権者 だけ

の ものではな く，聖霊は 「およそ神 を熱心に

求める者たちに神が与えたもう賜である」(1

ニ ーファイ10：17)と 語 っている。この賜は

何 と貴いことだろう。特 に， なかなか止め ら

れない習慣や強い偏見の持 ち主にはとりわけ

大切 であると思 う。

次に，家庭内の 目標達成に関する第4の 大

切 な原則 を，私は先頃行 なわれた長老見込み

会員の集いで学んだ。その席上，2，3年 前

には 「教会に関心 を持つはずがない」 と思わ

れていたひとりの兄弟の証があった。その兄

弟が立ち上がった時，私 は奥さんのナ ンシー

が御主人の思いや りのなさや教会に対 して批

判的であることをなげいていたのを思い出した。

私たちの前に立っている温厚で人好 きのす

る兄弟か らは， どう考えてもナ ンシーが言っ

ていたような姿 を想像するこ とができなかっ

た。彼は私 たちに，数年前に夫婦の仲が 「と

て も耐えがたい」状態であったことを話 した。

「本当に良 くない状態でした
。けれ ども離

婚 しようとは思 いませんでした。ふたりとも，

離婚は子供たちに とって最悪 のことだと承知

していたからです。でも，別れないだけで，

子供たちのためになるこ とは何ひ とつ してい

ませ んでした。ナンシーは，教会に入いれ，子

供の模範になれと， あれこれいろんなこ とを

言 って私を悩 ませ ました。そ して最後には，

ある距離を置いて，私を無視 したようになっ

て しまいました。彼女は時々小言を言いまし

た.私 は口実 を作って夜遅 くまで会社で働い

た り，子供 をどこかに連れて行 ったりして家

にいないように しましたが， そんな時には彼

女 も内心ほっとしただろうと思います。

ところがどういうわけか，ある日突然ナン

シーが変わったのです。急に私の世話をや き

始めて，細かなことまで結婚 当時のように心

を配って くれ るのです。はじめは， またかと

たかを くくっていました。以前に も，新聞で

読んだか本で読んだかで気 ま ぐれに始めるこ

とはあ りましたが，いつ も長 くは続かなかっ

たか らです。それがこの時ばか りはかなり真

剣な様子で した。そ してひとつ驚いたことは，

彼女が何 も見返りを期待しなかったことです。」

状態が良い方向に向かい，ナンシーの態度

によって彼が変わったことを彼自身の口から

聞いて，私たちは感激 した。彼はそれを「奇跡

です」と語ったが，私 も内心その言葉に うなず

いた。

私はナ ンシーか ら彼女 自身の変化について

聞 いていた。ある 日，事の重大 さに気づ くと

共に， 自分がやけ っぱちになっていたことを

知 った。霊的に最低の状態になっていたので

ある。そこで彼女は 自分の問題 を主に話そう

と決心 した。

彼女は この ように言った。「声を出して祈 る

方が良い って何かで読んだんです。 それで私，

何 でもしたい気持 ちでしたか ら，その 日の午

後， 自分の部屋に鍵 をかけて声を出して祈 っ

たんです。あんなに熱心に，謙遜になって祈

ったことはこれまであ りませんで した。私た

ちの家庭が主に喜ばれるものでないことはわ

9



かっています。でも家庭を良 くしたいという

願いをわかって下 さいって。天のお父様に，

スタンがもっと思いや りを持って くれて，福

音が理解できるように助けて下さいとお願 い

しました。

み声を聞いた り，示現のようなものを見た

りしたわけではあ りませんが，ただ， ひとつ

の考 えが混乱 していた頭に さっとひらめいた

んです。初めは，気持ちが散 っているからだ

と思って，集中力のないことを申し訳な く思

いました。でも今は，それが 自分の考えでは

なかったことを知ってい ます。私が望んでい

た答えとは まるで違っていましたが，それが

私への答えに違 いなか った と思 います。力強

くはっきりとした答えでした。『あなたが完全

になった時に，彼の ことを心配すればよいっ

て』

実行するのは大変で したが，良い妻になる

ために精一杯努力 しなければいけない と思い

ました。少なくともやってみなければ と思い

ました。それか ら何か月か して，聖餐会の時

に2度 目の啓示 を受け ました。 ワー ド部に と

ても夫婦仲が良 くて霊的で，前か ら素晴らし

いと思って うらや ましかった御夫婦がいらっ

しゃいますが，何かの話でその御夫婦のこと

が頭に浮かんで きました。その時，我 を忘れ

る位に とても平安な気持 ちを感 じて，私に も

自分の家庭 を天国のような場所にす る力があ

ると思いました。

改宗老が福音に改宗す る時に抱 く熱い気持

ちを感 じて，主はスタンを見守 り，助け，手
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を貸 して下さる， スタンの仕事ぶ りや隣人に

対す る親切 を主は喜んでい らっしゃるって思

い ました。 こっして私はやっとわか りました。

その時 よく理解できたのです。天のお父様が

私の夫 を深 く愛 してお られ ることを，私は彼

を憎んでいたこ とを とても恥ずかし く感 じま

した。」

正 しい目標 を持つ，人を受け入れ，尊敬す

る，権力争 いをしない，聖 きみたまの導 きを

受け られるように心を開 く，簡単なことでは

ないだろうか。以上私が述べて きたことは，

救い主が述べ られた次の一 言に尽 きる。「わた

しがあなたがたを愛 したよ うに，あなたがた

も互 に愛 し合 いなさい。」(ヨハ ネ15：12)こ

れ を実行す るこ とは容易だろうか。残念なが

ら容易ではない。 しか し， これほど大 きな報

いをもたらす ものはめったにない。 自分の手

で結婚生活 を築 き上げようとする時，夫婦 は

お互いの益 のためにすべての権利 を放棄 し，

対等の関係 を保つ ように しなければならない。

初めは寂 しいであろうし， どんな時に妥協す

.べ きで， どんな時に妥協 してはいけないか，

天父 を頼 るしかないことも多いに違 いない。

また伴侶の状態が好転す るとは限らない。 と

い うの も，好転させ ることだけがあなたの 目

的ではないからであ る。ただ，律法には成就

する道が備えられている。あらゆる方向か ら

思いもよらない明るい結果がもたらされ た時

に， どうかびっくりしないでいただ きい。



「あなたが代価 を

払えば」

リ ン ・デ ル ・マ ー

脚

}』
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デ ビッ ドとネ リーが結婚 して・早4年 たっ

ていた。友人たちの家か ら30キ ロも離れ

てカナダ ・ロッキー山脈の近 くにぽつん とあ

る農場の一軒家 で，ふた りほ とて も仲が良 く，

幸せであった。しか し， ネ リーは特 にひ とり

でいる時に，ふっ と寂 しさを感 じることがあ

った。何 とな く不平 を言いたい気持ちであっ

た。口には出さなかったが，正 直な話， 自分

の現状に満足 していないことをネ リー一は知 っ

ていた。

デビッドは教会貝 ではなかった。ネ リーは

彼を愛 していたので，彼を必ず改宗 できると

信 じて結婚 したのであった。 ところが，デ ビ

ッドは結婚 してか ら教会 に対 して次第に無関

心になってきていた。宗教 を話題にしようと

いうネ リーの努力 と友人たちの助力が，かえ

ってその話題を避けようとい う気持 ちをデ ビ

ッドに起こさせているよ うであった。そ して

とりとっデビッドは，宗教のことを一切話 さ

ないでほしい， そうでなければ友達付 き合い

をやめると，友 人たちに宣言 したの である。

この頃，マー リン兄弟がデビッ ドとネ リー

の家のホームティーチャーに召された。訪問

は片道30キ・ロで，雪が積 もった冬場には2日

がか りだった。

初めての訪問がち ょうど冬で，ふたりのホ

ームティーチャーはデ ビッドに勧められて1

泊 した。ホームティーチャーが宗教の ことを

口に しない限 り，デビッ ドは素晴 らしいホス

トぶ りを発揮 した。そして彼はいつ もの よう

にこのホームテ ィーチャー に，宗教の話題は

遠慮 して下 さい と頼んだ。

ホームティーチャーたちはデビッ ドの気持

ちに添って楽しい夜 を過 ごしたが，寝る時刻

になった時に，マー リン兄弟か ら，一緒にひ

ざまずいて祈 りたい という話が出た。デ ビッ

ドがそれ を了承 したので，みんなはひざまず
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いた。主の祝福がこの家にあるように と願 テ

祈 りだった。

翌 日， ホームティーチャーが帰る前に，デ

ビッドは福音について2，3質 問 した。 しか

し，マー リン兄弟 は，「あなた と友達でいたい

ので，宗教の話は した くあ りません」 と返事

をした。そこでデビッ ドは， ホームティーチ

ャーたちに，毎月訪問して下 さいと頼んだ。

翌月 も夫妻 とホームティーチャーはとても

楽しい夜 を過 ごした。けれどもこの時は初め

と違って，夜中過 ぎまで福音についての話が

はずんだ。翌朝ホームテ ィーチャーが帰 り支

度 をしていると，ネ リーがマー リン兄弟を部

屋のすみに呼んで，「デビッドに福音の真理 を

理解 して教会に入ってもらえるなら，何でも

します」 と言 った。

そこでマー リン兄弟は彼女に言った。「ネリ

ー，その言葉 を忘れないで下 さい。あなたが

代価 を払えば，望みはかなえられます。私 は

あなたにこのことをお約束します。それであ

なたは知恵の言葉 を守っていらっしゃい ます

か。」

ネ リーはうなだれて言った。「あの う，デビ

ッドはこの教 えを理解 していません。彼，紅

茶 とコー ヒーが大好 きなのです。それで私 も

お付 き合い して飲んでいます。知恵の言葉の

ことは前に話 したことがあるんですけど。」

「そ うですか
。でも，言 うことと行 なうこ

とが違 っていた ら，姉妹の言葉にどれほ どの

影響力があるでしょう。」

またひ と月が過ぎ，ホームティーチャーの訪

問を待ち受けていたネリーは開 ロー番こう言

った。「とてもうれ しいことがあるんです。デ

ビッドが紅茶 とコー ヒー をやめ ました。私が

飲 まないの を見て， どうして紅茶や コー ヒー

を飲まないのかと聞 くので，答えたんです。

『私， これまであなたに対 して誠実でなか っ

`



たわ。小 さい時から知恵の言葉 を教え られて

いたのに，それが守れないほど弱かったんだ

もの。口では大切だ と言 いなが ら自分か らそ

れをしていなかったのは，悪 い見本で しかな

いって気がついたの』 って。そ したら次の朝，

私が朝食の支度をしていると，デ ビッドが 『ぼ

くにも， もう紅茶やコー ヒーは入れな くてい

いよ』って言 うんです。」

翌軌 マー リン兄弟は家 を出る前に，「ネ リ

ー，お祈 りは していらっしゃいますか」 と尋

ねた。ネ リーは一瞬 口をつ ぐみ，それか ら 「い

いえ， していません。デ ビッ ドがお祈 りを信

じていませんので。それに，結婚 してか らま

わ りに大勢の友人がいて，お祈 りのことはす

っか り忘れていました」 と答えた。

「でも
，祈 りを信 じていると御主人に話 し

ているんでしょう。」

「はい
。」

「けれ ども
， ただ信 じているだけでは信仰

とは言えません。信仰は行ないを伴 うもので

す。姉妹は御 自分 の約束 を覚 えておいででし

ょう。お祈 りをしていただけますか。」

「はい
， します」 とネ リー は答えた。

「御主人に
，一緒にひざまずいて祈 りまし

ょっと言って下 さい。 もし御主人が承諾 しな

くても，あなたが忠実に祈 りを続けていれば，

きっと一緒に して下 さるようにな ります よ。」

翌月はさらに進展があって，楽 しい夜がふ

け ると，デ ビッドの方から，「寝 る前に祈 りま

しょう」 とい う誘いがあった。

帰る前に，マー リン兄弟はネ リーに，「什分

の一を納めていらっしゃいますか」 と質問 し

た。

「いいえ
，御存知 のようにデビッ ドは什分

の一を信 じてお りません し，彼が働 いたお金

なものですか ら。」

マー リン兄弟は言った。「でも，姉妹のお小

遣 ヤ・はあるでしょう。収入の什分の一 を納め

るようにとお っしゃっているのは主 で曳1ド

ルの什分の一 の10セ ン トは，主の目には1，000

ドルの什分の一の100ド ル と全 く同 じです。什

分の一の律法 を信 じておいでなら，守らなけ

れば。」

次の訪 問の時に，ネ リーは什分の一の3ド

ル を納めた。それは結婚 して初めての什分の

一であった
。

その次の月， ホームティーチャーが訪問を

終えて帰 ろうとした時，デ ビッドが言った。

「もしよければ
，私 も什分の一 を納めたいん

ですが。」

「どういうわけで什分の一 を納め られるん

ですか。」

「この原則 を忠実に守 った者にどんなに祝

福があるか，妻が教えてくれたものですから。」

マー リン兄弟は，目を見張るばか りのデビ

ッ ドの変わ りようにネリー をほめた。「しか し，

もうひ とつ， とても大切なことがあ ります。

御一緒に聖餐会に出席す ることです。」

「それは難 しいですわ
。」ネ リーは答えた。

「主人は毎週 日曜 日に公園に行 くのを楽 しみ

にしているんです。」

「安息 日を正 しく守ることの必要性を御主

人にわか っていただかなくてはね。あなたの

気持ち次第だと思 います よ。毎週教会に出席

したい とい っことを話 して，御主人を誘 って

みて下さい。」

デビ ッドはネ リーの頼みを聞き入れて，冬

が近づ く頃にはいつ もふた りで聖餐会に来る

よ うになった。その後間 もな くして，デ ピッ

ドはバプテスマを受けたい と申 し出た。そし

て，アルバー タ神殿で儀式が行なわれるよっ

になった時，ふた りそろって訪問団の第一陣

に加わ り，エ ンダウメン トと永遠の結び固め

を受けたのであった。

「改宗す るに至った一番の動機は何で した

か」 と聞 くと，デビッドはこう言った。「どん

な時で も，耳で聴 くより目で見る説教の方が

いいですか らね。」
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14

母 親 の 力

扶助協会中央管理会会長

バ ーバ ラ ・B・ ス ミス

，息 子のブレインが祝福師の祝福を受ける時，

私たち親子3人 は，祝福師か ら断食をし

て彼の家に来 るようにと言われました。それ

と共に祝福師は，断食をして来ていただ くの

は主が用意しておられる祝福をすべ て授か る

ようにす るためです，との説明もあ りました。

私たちが祝福師の家に着 くと，祝福師はす

ぐ息子に祝福 を授けて下さいました。それは

本当に素晴らしい経験で した.。

私には祝福師が どのようなこ とを言われ る

か，前 もってわか っていたように思 います。

主が私の知 っておいた方が よい事柄 を特別に

私に教 えて下 さったのか も知れません。

や がてブレインは成長 して，伝道に出る時

が来 ました。 ところが，息子の関心は専 らス

ポーツや学業な どに向いていて，伝道に出る

とい う考えは， 息子 の計画にあ りませんでし

た。

そのようなある日，息子は父親に，「お父 さ

ん，ぼ く伝道に出なければな らないの」 と尋

ねました。

主人は，少 し考え，言葉 も途切 れがちに答

えました。「いいや……ブレイン……伝道に出

なければならないということはないよ。出る

か出ないかは 自分が決めることだ。伝道に行

きたければ行 きなさい。」

それ を聞 くと，息子は私の ところにや って

来て，「お父さんは行かな くてもいいと言った

か ら自分は伝道に出ない」 と申しました。

そこで私は，祝福師の祝福を持 ち出 してこ

う言いました。「でもね，ブレイン。あなたの

祝福文には何て書いてあるの。 多くの人に福

音 を伝えるってあるで しょ。」

息子は黙 って考え込んでいました。

その後，息子は，小児麻痺が原因で足が不

自由になったひとりの友入にた また ま出会い

ました。その友人は伝道か ら帰って きたばか

りで，喜 びに満たされ，はつ らつ としていま



…

した。

「やあ
，デビッド。君はなぜ伝道に行った

の。」

「そ うだね。みんな と同 じで，男性はすべ

て伝道に出るべ きだというのが理由だよ。自

分が主 をどれだけ愛 しているか を示すために

ね。」

友 人のこの言葉は，息子の心にあった様々

な思いを一撃 しました。祝福師の祝福を思い

出した息子は， この時，伝道に出て主に仕え

る決意 をしたのでした。

ともあれ，母親の私が息子の受ける祝福 を

早 くから予知 していたことは，息子 に伝道に

出る決心 をさせ る上で大 きな助 けとな りまし

た。私は，シオンの母親であればだれで も，自

分の子供に伝道活動に携わる特権 と義務 を引

き受けさせるに当たって，このような霊的な

助けを得 る資格があると思います。

私は扶助協会中央管理会会長 として，全世

界の120万 を数える扶助協 会会 貝が果たして

聖霊 の導 きをどれだけ受けて生活 しているだ

ろうか とよ く考 えます。今，主のみ業を力強

く推 し進めなければならない と，キンボール

大管長は語 ってお られ ます。そのことを考え

ると教会貝は，宣教師 を自国の会貝の中か ら

送 り出そうという認識 を深 く持つことが必要

になって きます。

このことか らも，母親である私たちは，子

供 を教 えるとい う大切な仕事が自.分に与えら

れていることを認識 しなければな りませ ん。

その ような認識の上に立 って子供 を教育すれ

ば，子供 たちは主 を愛 し，主に仕 えたい とい

う望みを抱 くようになることで しょう。

教会歴の長短 を問わず，私 たちは皆，私 た

ちの心に大いなる証 を記す聖霊の導 きを受け

ることができます。聖霊の役割は真理を証す

ることです。そしてこの証 を心の中に刻 まれ

た私 たちは，奉仕 にま.い進 し，それによって

自分の技量 を完全にし，その労力か ら最高の

報いを刈 り取ることができるのです。

私 は世 界をまわって，主のみ業に献身 して

お られ る姉妹たちの働 きをこの 目で見て きま

した。その結果，主に仕 えたいという希望 を

もった若い世代 を育 てることにすべての人が

献身できるはずであるとの確信 を得 ました。

何で も喜んで行 なう気持ちのある息子や娘た

ちが天の力を受ける時，何 ものも彼らを妨げ

ることがで きません。ましてや，世界の各地

で福音を宣べ伝える宣教師 となる息子，娘た

ちを育てる場合はなおさらです。

私は，新会員や新設ステー キ部の素晴らし

い働 きをたびたび 見て きました。先 だって

新 しく組織 されたメキシコ ・シティーのステ

ーキ部で，会員の手工芸品を集めて見事 な展

示会が催され ました。会場には もちろん扶助

協会の作品も展示 されていました。

また，先の教会の総大会の折，私は，大会

に出席するため遠路はるばる来 られた多くの

改宗者の方々 とお話す る機会があ りました。

福音を知 ってどの ように生活が変わりました

か とい う質問に，非常に率直に答えて下 さい

ました。人生経験は様々に違っていて も，回

復 された真理の光に よって 日々の生活に目的

と指針がで きたこ とを一様に大きな祝福 とし

て感 じてお られ ました。

福音は私たちに，家庭の中で互いに愛 し合

うように， また接す る人々に愛を示す ように

と教 えています。愛 をもって私たちの光を輝

かす時，家族は大 きな報 いを得 ます。愛にあ

ふれた家庭 という囲いの中で，子供たちは福

音の原則を学びながら，主に仕えたい，知識

を得たい，最高の もの を得たいという望みを

抱 くようになることでしょう。

この目標に向か って努力する時，私たちは

一人一 入聖霊の導 きを受けることができるの

です。私は何度 もそのような経験 をしました。
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質 疑 応 答

マ サ チ ュ ーセ ッツ 州 ケ ン ブ リッジ

イ ンス テ ィ テ ユー ト指導 主 事

ス テ ィ ー ブ ・F・ ‡ リラ ン ド

本誌の回答は問題解決の一助 として与えられ

たものであり，教会の教義を公式に宣言する

ものではありません。

私たちは前世である霊と結婚の約束をし

ておリ，この世でその人を見いだして結

婚するというのは本当でしょうか。

私 の知 る限 りでは， この質問に対す る答

えはまだ与えられていません。けれども，こ

れは末 日聖徒がよく問 う質問です。特に，前

世の状態について考える時に， この疑問が起

こってきます。そして，この質問を投げかけ

る教会貝が多いことか ら，教会の指導者 も時

時このことに対 して見解を述べています。従

って，これを理解するのに役立つ と思われる

見解 を幾つか紹介 したい と思います。

まず初めに，幾人かの予言者の記録にある

ように，私たちの多 くは，この世 に来るに先

立って，主 と誓約 を交わしてい ます。例えば，

ジョセブ ・スミスは次のように述べています。

「世の人々を教え導 く召しを受けている人は

すべて，前世の天上の大会議において， まさ

しくそのために聖任 されたのである。私はか

の大会議でまさしくこの職 に聖任 されたと思

う。」(H癖oη 〔ゾ漉6C伽 ア納 「教会歴史」6：

364。 アルマ13：3-9を も参照)
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こ の ことが どれ程 多くの人々について言え

るか，私にはわか りません。けれ ども，前世

で伴侶 と約束を交わしていた と，祝福師あ祝

福で宣言される末 日聖徒がいると聞いていま

す。

しか しなが ら，これがすべての人に該 当す

るか どうか との問いに対 して，大管長会は，

1971年 に次のような声明 を出しています。「私

たちが前世 にいた時に， 自分の両親 と伴侶 と

を選ぶことがで きたか否かにつ いては，全 く

啓示 された言葉があ りません。」(セ ミナ リー ・

インスティテユー ト副委員長ジ ョー ・J・ ク

リステンセン兄弟に宛てた手紙，1971年6月

14日 付 〉

また，ジ ョセブ ・フィールデ ィング ・ス ミ

ス長老 は，1931年 に，次のように書いていま

す。「ある場合には真実 であると考えられるが，

しか しあらゆる場合に，あるいはほ とんどの

場合にあてはまると考 えるには，あまりに も

想像力を必要 とすることである。」(「完成への

道」p.31)

これ らの具体例のひとつ として， ある教会

員たちは，1857年 の ジョン ・テイラー長老の

記事 を引用 します。それは，前世 で約束が交

わされていたと感 じたひ とつの例について，

テイラー長老が述べ たものです。("ア勉 ルZ醗

初oη"「 モルモン」1857年8月29日 参照)

しかし，この事柄につ いては，「全 く啓示 さ

れた言葉がありません」 とい うのが，教会幹

部か ら与えられている回答です。また，教会

の指導者は，聖典あるいは予言者によって明

らかにされていない教義を教えないように と，

私たちに勧告 しています。(ハ ロル ド・B・ リ

ー長老，セ ミナ リー ・インスティテユー ト職

員への説教，1966年7月8日 ，pp.6-7)こ

の助言は的確です。この事柄について偶 人的

な啓示 を受けた.と感 じている会員に対して も

的確 な助言だ と思います。

すなわち，前世 で約束を交わ したとして も，

その約束よ りも努力をして両者の関係を築 く

ことの方が，はるかに価値があ るのです。



女性のための記念碑

モアナ ・ベネッ ト

イ リノイ州 ノーブーで建設が進め られて
きた女性のための扶助協会記念碑が，

スペ ンサー ・W・ キンボール大管長に より，

今月献堂 されます。 この記念碑を目にする

人々は，人類に貢献す る女性に賛美の気持

ちを抱 くことでしょう。女性の役割が問わ

れ，様々に論 じられている今 日，人の考え

による混乱 した哲理が横行す るー世の中にあ

って，イエス ・キ リス トの福音は永遠に続

く明 らかな道 を示 しています。この記念碑

は女性に課せ られた様々な責任を描写 して

お り，この記念碑か ら，福音の計画におけ

る女性の役割 についての末 日聖徒の考 え方

を知 ることができます。 これは女性のため

の記念碑 としては最大規模のものです。

献納式は6月28日 水 曜 日に行なわれ，そ

の後3日 間， ノーブーにおいて記念行事が

催 され ます。この3日 間は毎晩，教会の女

性たちをたたえる劇が上演されることにな

っています。また，6月29日 に は扶助協会

大会 と証会が開かれます。

この記念碑は，女性 をたたえるいくつ も

の彫像か らできています。これ らの彫像は，

111m×73mの 広 さの美しい景観に恵まれた

公園の中に立っています。なお この公園は

ノーブーの訪問者センターの後ろにあ りま

す。公園の中央には，この選択の世に確信

を持 って 自らの道 を選んで前進 しようとす

る女性像が設置されています。この女性は，

あらゆる時代，お よびあらゆる年代の女性

を代表するものです。このほかに も，女性

の知性の向上，慈善奉仕，霊性，あらゆる

年代の人々との交流，家族の関係，永遠の

生命，および永遠の伴侶 を象徴する女性の

像が立 ち並んでいます。

今年の3月 で，扶助協会は創立136年 を

迎 えました。扶助協会中央管理会のバーバ

ラ ・B・ ス ミス会長は，次のように言って

います。「この大切 な記念碑建設の地 として，

扶助協会発祥の地であるノーブーが選ばれ

ました。予言者 ジョセァ ・ス ミスはこの地

で妻のエマに女性のための鍵 を託 し，扶助

協会を通 して女性は知識 と知恵 を豊かに受

け，助け を必要 としているすべての人に恵

み をもた らすことができる， と約束 しまし

た。」

最初18名 で発足した扶助協会は，教会の

発展 と歩調 を合わせ て大 きくなってきまし

た。最初の1年 間で約1，200人 の会員とな

った扶助協会は，現在120万 入以上の会員

を数えるほどに発展 しています。

この記念碑の建築 に際 しては，世界各国

の姉妹 たちの協力があ りました。建設費 を

集めるために，一致結束 して資金獲得に努

力して下 さいました。

ス ミス姉妹は次のように言っています。

「主が私たちにこのような正に国際的な組

織をお与 え下 さったのは偶然ではあ りませ

ん。主は私たちに，世界中の女性の生活に

良い影響 を及ぼすことのできるひとつの協

会を備えて下 さったのです。主は私 たち女

性に，連帯感 を強め，強 さを増 し，永遠 を

見る目を養 う手段 を与えて下 さいました。

これによって私たち女性は，この世におい

て も来るべ き世においても各々の行 く末を

完 うすることができるようになったのです。

私たちは，扶助協会 ノーブー記念碑が，個

個の女性 とその立派 な生活に対す る私たち

の大いなる信頼 を象徴す るもの となるよう

願っています。」
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ロ ー カ ル･ニ ュ ー ス

すべての答えは

モ.ルモ ン経の 中に

日本福岡伝道部 福岡支部

浜 田 し ず の

(元日本札幌伝道部専任宣教師)

隣 の部 屋 の 楽 しげ な声 。 しき りに私 の名 を呼 ぶ姉

の 声 。 それ で も聞 こ え ない 振 りを して い た私 で した。

｢ホ｢ム テ ィーチ ャー です ,よ ろ し く｣と,ふ た りの

教 会 員 が,は ず ん だ調 子 で 握手 を求 め て きて も,目

も くれ ず,ぷ い と 自分 の 部 屋 に 入 って し まい ま した。

｢ど う して教 会 の 人 はみ ん な,握 手 が 好 きなの か し

らね え。｣母 と私 は よ く話 した もの です 。

私 に は,教 会 員 で あ る姉 の行 動 が よ く理 解 で き ま

せ んで した 。 日曜 日ご とに朝 か ら教 会 に 出か け て い

く姉,｢せ っか くの 日曜 日なの に … …｣私 は もち ろ ん,

父や 母 もた だ首 をか しげ るば か りで した 。 そ して 私

は,す べ て 教会 を 中心 に して 行動 す る姉 の こ とを腹

立 た し くさえ感 じて い た の です 。

高校 生 の 頃か ら幼 稚 園 の先 生 に あ こが れ て い た私

は,短 大 卒 業 と同時 に,希 望 に 燃 え て幼 児教 育 の 世

界 へ 飛 び込 み,こ の職 業 こ そ 人生 で最 も素 晴 らしい,

と夢 中 で過 ご しま した 。 そ して いつ の ま にか5年 が

過 ぎま した。 そ うし たあ る 日,私 は ふ っ と,こ れ で

いい のか し ら,何 か 足 らな いの では … … と考 え始 め

ま した 。 それ が何 で あ るか わか らな い ま ま,長 年 な

じん だ幼 稚 園 を辞 め,家 事 見習 い とい う名 目で家 に

い ま した 。け れ ども,す ぐに暇 を持 て余 す よ うに な

りま した。そ ん な時,｢裏 磐 梯 に 旅行 しよ う よ｣と 姉

か ら誘 わ れ たの で す。 教 会 の大 会 とい うこ とで 多少

抵 抗 は 感 じま した が,就 職 して い る時 とは違 って 自

由 な時 間 が存 分 に あ る とい うこ とで,結 局姉 に つ い

て行 くこ とに な りま した。 ち ょ う･ど4年 前 の7月 の

こ とで す 。

裏 磐 梯 の宿 泊 地 に 着 い た時,私 は少 な か らず 不満

で した 。｢ど うして私 と姉 を別 々 の部 屋 にす るの か し

ら,だ れ も知 っ た人 は い ない の に。｣夕 方 にな って も

姉 と一 緒 に な れず,私 は ひ とりき りで｢家 庭 の 夕べ｣

とい うプ ロ グラ ムに 連 れ 出 され ま した。 ひ とつ の 部

屋 に7～8人 の教 会 貝が 集 ま り,自 己紹 介 を し,ゲ

ー ム を楽 しむ プ ロ グ ラム で し た。

私 が 自己紹 介 した時,周 りの 人 は質 問 し ま した。

｢姉 妹 の責 任 は?｣｢姉 妹 はいつバ プテス マ をお受 けに

な り ま した?｣私 には 何 の こ とだ かわ か りませ ん。

｢あ の一 ,実 は私,教 会 とは関係 な いん で す。｣そ う

言 った 途端,み ん なの 態 度 が急 に 変 わ っ た よ うに感

じち れ ま した 。 み ん なは,何 をす るに も,私 に わか

りや す い よ うに,容 易 に解 け込 め る よ うに と気 を遣

って くれ たの で す 。私 に は そ の こ とが よ くわ か りま

した 。 こ うして 私 は,い つ の 間に か み ん なに 親 しみ,

打 ち解 け ま した 。姉 以 外 の教 会 員 と,こ ん な に親 し

く話 した の は初 め て で した 。

｢と て もい い人 ばか り… … みん な 普通 の 人 と変 わ

らない わ 。｣｢教 会 に行 く人 は どこか 弱 さの あ る人 に

き ま って い る｣と い う私 の 先 入観 は 次 第 に消 えて行

きま した 。2日 聞 は楽 し く過 ぎ,最 終 日,証 会 が始

ま りま した 。証 の｢あ｣の 字 も知 らな い私 は,一 体

何が 始 まる めか と,会 場 の 片 隅 に ち ょこ ん と腰 掛 け

ま した。

や が て 私 の 目の 前 に繰 り広 げ られ たあ の光 景 を私

はr生 忘 れ るこ とは な い で し ょ う。 自分 と同年 代 の

若 人 た ちが 流 れ る涙 をぬ ぐお う と もせ ず,目 を輝 や

かせ,喜 び に あふ れ て,こ う語 り出 した の です 。

.｢神様 は 実 在 の御 方 です
。 イエ ス･キ リス トは 私

た ち の救 い主 です 。 私 は よ く知 う て い ます｣と 。

誇 らしげ.に,涙 を恥 じ と もせ ず,多 くの 人 々が 胸

をは っ て証 を しま した。私 は何 か不 思 議 な 気持 ちに

な りま した。 そ して私 は心 の奥 底 で,つ ぶや きま し

is
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ローカル･ニ ュース

こ う言 い ま した｢実 は 今 ひ とつ 悩 ん で い る こ とが あ

るん です 。 そ の答 え もあ る で し ょ うか 。｣私は心 の 中

で祈 りなが ら,｢ど うぞお っしゃって下 さい｣と 答 え

ま した。｢私 は 今,毎 晩,睡 眠 薬 を飲 まな くては 眠 れ

な い ん です 。 いつ も気 持 ち良 く眠 っ た こ とが な いん

です 。ど う した らよい で しょ う.かq｣｢姉 妹,モ ルモ ン

経 に そ の 答 えが あ ります よ。｣彼 女 にひ とつ の聖 句 を

読 ん で も らい ま した 。.一

｢汝 の要 す る一 切 の 助 け を神 に祈 り求 め .よ…… 眠

っ て い る間 も主 が 見 守 りた も う よ う夜 寝 る時 には 自

分 の 身 を主 に任 せ て 寝 よ。 そ して朝 起 き る時 には 神

に感 謝 す る念 を胸 に み たせ … …｣(ア ルマ37:36-37)

こ う して彼 女 は その 夜,寝 る前 に祈 りま した 。

そ して次 の 訪 問の 日,私 は彼 女 か ら喜 び の 声 を き く

こ とが で き ま した。｢す ごいで す ね。確 か に モル モ ン

経 に は神 の み 言葉 が 記 され て い ます 。私 は あ の 日以

来,一 度 も睡 眠薬 を飲 ん で い ませ ん。 神 様 は私 の お

祈 りを聞 い て下 さ い ま した。｣

私 た ちは,も う何 も言 う必 要 は あ りませ ん で した 。

彼女 は聖典･が真 理 の 書 で あ り,神 が祈 りに 答 えた も

う とい う証 を得 て い た の です 。や が て 彼 女 はバ プ テ

ス マ を受 け ま した。 私 は その 時,ひ と言 だ けつ け加

え ま した 。｢ネ!モ ル モ ン経 は本 当に 素 晴 ら しい 書

物 で し ょ う!｣と 。

それ か ら も,私 の伝 道 の 日々 は続 き ま した。 雪 が

降 りし きる 日に,私 た ちは,あ る ひ と りの素 晴 ら し

い奥 さん に お会 い しま した 。 彼女 は 真理 を求 め,他

の宗 教 をよ く学 ん で い ら っ しゃ い ま した 。私 た ち は

訪 問 を続 け,レ ッス ン を･進め ま した。

しか し彼女 は,ど うして も最 後 の 強 い証 が 得 られ

な い と苦 しん で い ま した。 私 は心 の 中 で主 を呼 び求

め ま した。 その 時,ひ とつ の聖 句 が 浮 かん で きま し

た。 そ こ で私 た ち は彼 女 と共 に その 聖 句 を読 み ま し

た。

｢ご らん
,私 は 自分 が これ まで に話 した こ とはみ

な本 当 であ る と自分 で 知 っ て い るこ とを証 す る。 ど

の よ うに して そ れが 確 で あ る こ と を知 って い るか と

問 うな らば,こ れは 神 の聖 い 『み た ま』 が私 に示 し

た も うたの で あ る。.私は 自分 が これ を知 るため に 長

い間断 食 を して祈 った 。 そ こ で主 な る神 が そ の聖 い

『み た ま』 に よ って これ を私 に 示 した も うた。… …｣

(ア ルマ5:45-46)

私 た ちは,彼 女 が証 を得 る こ とが で きる よ うに 彼

女 と共 に24時 間の 断 食 を始 め ま した。 そ して あ くる

日,断 食 を した私 た ち3人 は一 緒 に ひ ざまず い て祈

りま した 。彼女 は,｢昨 夜,と て も苦 し くな って,べ

20

ランダに出てひとりで祈 りました。それでも何の証

も得られないんです｣と 涙を流されま.した。この寒
'
い冬空に,彼 女は雪をかぶりながらベラジダで祈っ

ていたのです。私たちは思わず涙を流してしまいま

した。このように真理を求める人に,主 が真理をお

与えにならないはずはない。｢姉妹,3人 でひざまず

いて祈りましょう。｣こう七て私たちは代わる代わる

祈ることにしました。祈っている間私の心は高まり,

熱 く燃えてくるのが感 じられました。ただひたすら

｢主 よ,ど うか彼女をお助け下さい｣と 必死に懇願

している最中に,ひ とつの聖句が思い出されました。

｢われ汝にそのことに就きて心安かれと告げしにあ

らずや。汝,神 よりの証詞より大いなる証詞をいず

こに得るや。｣(教 義と聖約6:23)

祈 り終わった時,彼 女は静かにロを開きました。

｢姉妹たち,私 は今姉妹たちのお祈りを聞いている

時,重 苦 しかった私の心と体がスーッと軽 くなり,

心が暖かくなるのを強 く感じました。本当に心に満

ちるものを感じます。｣それを聞いて私は叫びました。

｢それは主のみたまによる証です
。姉妹,ど うぞこ

の聖句を読んで下さい。｣こう言って先程心に浮かん

だ聖句を読んでもらいました。そあ後,彼 女も素晴･

らしい主の娘となられました。

様々な経験をしながら,ま た主の多くの偉大な奇跡

を目の当りにしながら,一 年半の伝道はやがて終わり

に近づきました。そして再び札幌の地に転任しました。

しかし,1年 余り前に会ったあの方とお会いする機会

はありませんでした。けれども私は今,確 かに知って

います。すべての答はモルモン経の中にあり,またレ

ッスンプランの中から答えることができるということを。

どのような疑問も,す べて解決の糸口は聖典の中に

あります。

神様は確かに生きていらっしゃいます。主は常に

私たちと共にいて下さいます。私は知っています。

教義と聖約84章88節 のみ言葉は真実です。何という

喜びでしょう。私たちは,こ の地上で最 も力あるみ

名,イ エス･キ リス トのみ名によって証する権威と

特権を与えられているのです。

信仰の道は長 くて細いものです。けれども私はパ

ウロあように絶えず主に頼りつつ弱さを恥じず(H

コ リント12:9,10)に 歩み続けたいと心から願っ

ています。すべての経験は私にとって喜びです。こ

の喜びを永遠にもちつづけたいと思います。現在,

母 も教会へ導かれておわ,共 に福音が学べることを

心から感謝しています。すべてイエス･キ リストの

み名によって証.いたします。アーメン。
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うえ じ めん お

が テン トの上 をごろが って,地 面に落

ちま した。
かあ い

お母 さんは｢お やすみ｣と 言 うと,
なか いえ はい

テン トの中にわた しをのこし,家 へ 入
い

って行 き ま した 。
まき ば

また,牧 場 では,お ね えさんは ミル
とう ちい

クの バ ケ ツ をあ らい,お 父 さんは小
した ほん よ

さなあか りの下 で本 を読んだ もので し

た。
ところ

コロブはす ば らしい所です。か くれ
そうげん おか

んぼ をした草 原や た くさんの丘が あ り
かあ

ま した。 ときどき,お 母 さんはべ ん と
も

うを持 って,わ た したちをハイキング
い

につれて行 って くれ ました。 また,お

ね えさん とふ た りき りで,せ い ざい し
たに 　 い

よのある谷へ お りて行 った こともあ り

ます。これは,す ば らしいぼ うけんで

した。
あお き き

青 いカケスが,木 か ら木へ ととびま

わ り,さ えず ってい ました。 ものめず
み

らしそ うに見 ていたマーモ ヅ トは,わ
ちか あな なか

た したちが そばに近づ くと,.穴 の 中へ
こ 　 い

かけ込 んで行 きました。つ りがねす い
いう

せ んや む らさき色のひな ぎ くが,た く

さん さいていま した。わた したちは,
かたち こ いし くさばな む

かわった形の小石 をひ ろい,草 花 を夢･
ちゆう あつ

中で集め ま した。
にし もり ぴ

西の森 に 日の しずむ ころ,わ た した
お い え かえ

ちはぼ うけん を終 えて,家 に帰 りまし

た。
かあ み

わた したちは,お 母 さんに見せ るた
たいせつ たか ら も

め大切 な宝 をいっぱ い持 ってい ました。
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いえ ゆう しよ く

家には,夕 食の とうもろこ しパ ンのに
'おいが ただ よ

ってい ました。 ところが
いえ だれ かあ

家には誰 もい ませ ん。お母 さんはいな
ぞ と で

いのです。わた しは外に出ました。そ
い なか

してテ ン トにかけて行 き,中 をの ぞき
かあ

こみ ました。する と,お 母 さんはベ ッ

ドのそばにひ ざまず いてい ました。
なに かあ かお あ
｢何 してたの?｣お 母 さんが顔 を上

げると,す ぐに,わ た しはたずね まし
かあ

た。｢お 母 さんは,あ なたたちがぶ じに
かえ く てん とう

帰 って来 るようにって,天 のお父 さま
ねが

にお願 い してたのよ。｣
あか てん とう

わた しは,明 るい うちに天のお父さ
ねが し

まにお願 いご とがで きるとは知 りませ
か ぞ く いの

んで した。わ たしは家族 の祈 りのほか
よる まえ いの.

に,夜 ねる前 にだけ祈 っていたか らで

す。
かあ い

お母 さん は言 い ま､した 。｢パ ス テ ィ,
てん とう 　 こ

わ牟したちはみんな天のお父さまの子
ども 　 てん とう

供 なの よ。天 のお父 ざまはわた したち』
あい

を愛 して くだ さってい るので,い つ も
いの き

わた したちのお祈 りを聞いて くださる

の よ。｣
ひ

日が しずみかけた ころ,わ た しはひ
あた ら し てん

とつの 新 しいこ とを知 りました。天の
とう わた し とう

お父さ まは,私 た ちのお父さまです。
てん とう

わた したちは,い つで も天のお父 さま
はな し

とお話が で きるのです。
こころ

わた しの心 は,よ ろこびで.いっぱ い
か ぜ･1｢

に な りま した。その とき,や さ しい風 が
とお なつ き うえ こ

通 りす ぎま した。松の木の上 では小 と

りが さえず っています。

1
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イ:エλ と弟 朕 ち セルマ.デ.ヨング
せ い しょ か じ セ で し はな し

これは聖書に書かれているイエス と弟子たちの話 です
じゆんばんどお

が,順 番通 りで はあ りませ ん。 は じめ にマ タイ14:13
か ものがたり よ ただ じゆんばん

一33に 書かれている物語 を読んで,正 しい順番になら
ばんこう

べ か え るため,番 号 をつ け て くだ さい。 む ずか しけれ
たす

ば,お とうさんか おか あ さんに助 け て もらい ま し ょ う。

みず なか

_ペ テロは水の中にしずみかけた
しゅ たす

とき,｢主 よ,お 助け ください｣
い

と書いました。

せんにん ひ とび と しょくもつ

_5千 人の人々に食物をあたえた
で し ふね

あと,イ エスは,弟 子たちを舟
む ぎし さき

にのりこませ,向 こう岸へ先に

おやりになりました。

で し みず うえ あ る

_弟 子たちは,水 の上を歩いてこ
み ゆ っれい

られるイエスを見て,｢幽 霊だ｣

とさけびました。 岬 脚
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の つじよつ

一 ユー ジー ラン ドの農場 での ことで
一

す 。

い つしよつ

ロ ィ ス･ベ ネ ッ トは,一 生 け ん め い

な や や ね

に,納 屋の屋根 によ じのぼ ろうとしま
した

した 。 下 か ら,い とこの イア ン･タ ヒ

おおごえ さけ はや

ス トックか大声 で叫 びました。｢早 くの
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え ます 。その とき,急 に,｢と ん で もな

ところ き き も

い所に来て しまった｣と い う気持 ちが

しました。
じん しんせい ところ

｢こ こはマ オ リ人に とって神聖 な所

で

なん だ わ。こ こ を出 な くち ゃ。｣ロ イ ス

い そ もん そと で

は急いで門をこえて,外 へ 出ま した。
い

｢ど こへ行 って たの?｣イ アンがた

ずね ました。
さん ぽ
｢散 歩 して きた の

。｣
に

｢お そろ しくて逃 げたんだ ろ う?｣

や ね

｢屋根にのぼ るのなんて,つ まらな
かた い

い もの。｣ロ イ スは,肩 をす くめ て 言 い

ま した。
い 　

｢お そろしいか ら
,そ んな こと言 う

んだ ろ う?そ うだよな,ア リステア
ほう む

一
。｣イ ア ンはア リス テア ー の 方 を向 い
い

て言 い ま した。

おお

ア リステアー は大 き くうなず きま し

た。
や ね

｢で も
,さ っ き屋 根 に の ぼ っ た で し

ま コ い かえ

よう。｣ロ イ スは 負け ず に 言 い返 しま し

た。

｢そ れ じゃ あ
,も っ とむず か しい こ

とを して も ら うぜ 。 も しで きな けれ ば,

あそ

もう遊 んでや らないか らな。｣イアンは
い

言 い ま した。

おんな こ あそ
｢女 の子 なんか と遊 びた くないか ら

い

な 。｣ア リス テア ー も言 い ま した。
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ロイスは じっ とが まん しました。 こ

はら た.あ そ あい て

こで腹 を立 てたら,だ れ も遊 び相手が
し

いな くなるこ とを知 っていたか らです。

じん むかし はか ば
｢それ じゃあ

,マ リオ人の昔の墓場
い なか ま い

へ行 ってきたら仲間に入れてや ろう。｣

おおごえ い

イアンは大声で言い まし た。
わら

ア リステアーは,に や りと笑い まし
はか ば い ぶ んかん

た。｢さ あ,墓 場 に 行 って,30分 間 そ

ところ

こ に い るん だ 。 ものす ご くこわ い 所 だ

ぞ。｣

こと

｢い や だ わ
。｣ロ イス は きっぱ りと断

わ りま した 。

もの
｢わ 一 い

,お くび ょ う者!｣
い

ロ イス は,も うそ こへ行 っ て きた こ

はな

とを話 そ うとは しませ んで した。 とて
たいせつ けいけん

も大切 な経験だ ったか らです。 その と
ゆう き

き,勇 気が わいて きました。そ して,

皇､

イア ンの言いな りにな るのはやめ よ っ
お も

と思 い ま した。 ロ イス は,.も うひ とつ

ゆ う き はっけん

の勇気 を発見 したのです。

｢ど うしてい かないんだ
。｣イアンは

い

ばか に した よ うに 言 い ま した。

｢わ た し
,も っ とす ば ら しい こ とに

き かお

気がつ いた.の。｣ロ イスはイアンの顔 を
み こた

じっ と見 なが ら答え ました。 そしてひ
か え セ レギ リ

と りで帰 って 行 き ま した。
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世界記録会議，1980年 に開催予定

来 る1980年8月12-15日 ， ソル トレー ク ・

シティーにおいて，ユタ州系図協会の主催に

より世 界記録会議が開催 され る予定である。

スペンサー ・W・ キンボール大管長は，去 る

3月20日 ， 教会本部ビル講堂での記者会見で

この発表 を行な うと共に，次のように語った。

「近年
，系図を調べ， 自分の先祖 を知 ろう

という関心が とみに高 まっています。そこで

私 たちはこの関心 をさらに促すために，1980

年 の8月 に，世 界記録会議 を開催 したいと思

います。

1980年 は教会が設立されて150年 目に当たり，

この会議 を開 くのにふさわしいか と思います。」

この会議 では，「私たちの受け継 ぎを守る」

をテーマ として，個人と家族の歴史を集め，

それ を編 さんすることの大切 さが強調 される。

記者会見の席上，世界記録会議のシンボル

として，6人 家族の大 きな彫刻が紹介 された。

昨年，先祖の探求 と家族 史でセ ンセーショ

ンを巻 き起こした 「ルーツ」の著者，アレッ

クス ・ヘ イリー氏 をはじめ，国際的に名の知 ら

れた権威者たちを講師 として招 く予定である。

そして，1万 入のアマチュア とプ ロの系図家，

そのほか記録保管人，歴史家，司書，人類学

者等 を対象に，約200の 講座 を開 く予定にな

っている。

キンボール大管長は，1969年 に ソル トレー

ク ・シテ ィーで開かれた第一回世界系図記録

会議の成果 と共に，全世界的に系図に対す る

関心が高ま り，再び世 界会議 を開催す るに至

った次第を語った。また，大管長 は，幾人か

の親族が書 いたアメ リカにおけ るキンボール

家の歴 史を読んだ時の喜び と，12代 前の先祖

が住んでいた英国のある町 を1950年 に訪れた

時の喜びについて語った。

「今 日，家族 史を作成 しようという気運が

世界的に高まっています。従って，私たちは

この業 をさらに進めたいと思います。 また私

たちが願 うのは，第2回 世 界記録会議によづ

て個 人の歴史 と家族 史に対す る人々の関心が

高 まるように ということです。すべての人々

が，大切 な記録 を保存することの必要性 に目

覚めて下されば と思います。」

この記者会見後，キンボール大管長 と副管

長たちはそろって，予言者の祖父ヒーバー ・

C・ キンボールの遺品の幾つか を見た。その

ひとつに，古い望遠鏡があった。

現在，ユタ州やその他で，「私 たちの受け継

ぎを守 る」運動が実施 されてお り，個人の歴

史と家族史の保存方法 と交換方法が指導 され

ている。 また，ソル トレー ク ・シティー在住

のキャロライン ・オスラー女 史が現在，家族

史のひ とつ である工芸品等，物品の保管方法

を一書に まとめている。子供の描 いた絵をデ

ザ インにして枕カバーに刺 しゅうした り， レ

ー ス編みや ガラスの皿のように損 じやすい物

は食器棚の奥の方に しまってお くなどの保存

法が紹介 され る。

ソル トレー ク ・シティーのイース トウッド

小学校 は今年，教頭のラ リー ・フォネスベ ッ

ク氏の指導の下に，4年 生か ら6年 生までの

生徒が地域の人々に個 人の歴史を書いてもら

い，それを学校に保存するプログラムを実施

した。そこで生徒 たちは， スコッ ト・M・ マ

セソン知事や元ユタ州教育委貝長のT・H・

ベ ル氏，ユ タ州教育委員会のリラ ・ジョー ク

ルン ド氏その他に会い，個 人の歴史の編 さん

を依頼 した。

記者会見では，教育系図部の実務部長を務

め る，七十 人第一定貝会のセオ ドア ・M・ バ

ー トン長老が
，報道関係者の質問に答えた。

「私 たちにとって
，実に喜ばしい発表です。」

バー トン長老は1969年 の世界系図記録会議 を

回想 しなが ら語った。「会議に出席した入々が

アメリカを知 るようになったことは，私たち

にとって大 きな喜びでした。そしてその会議

に出席 した人々か ら，次回はいっですか と尋

ね られた ものです。」.
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呪

ぢ虫 身の教会員には・独身者しか得られない
祝福 と特別 な機会が数々与 えられてい ま

す。 しか し，そのことがあまり意識されてい

ないのが実情のようです。

また，結婚の願望が先に立って結婚はもと

より，永遠の昇栄に対 して も自分 自身を備え

る多 くの素晴らしい機会 をおろそかにしては

いないでしょうか。

私は33歳 になる改宗者で， まだ独身です。

これまで しば しば， いつになったら自分の祝

福師の祝福に約束されている神殿結婚ができ

るか と，一種のあせ りを感 じて きました。で

も，バ プテスマを受けて8年 経ったこの頃，

ようや く，忠実 な独身会員には特別な祝福が

与 えられているとい うことに気付 き始め，そ

のことに感謝で きるようにな りました。

私たちには多くの時間が与えられています。

しか もその時間 を自分の思いの ままに使 うこ

とができるのです。これは私たちに与 えられ

た特権です。 と同時に，私 たちは金銭で買う

独身時代の祝福

ア ン ・G・ オ ズボ ー ン

'
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ことのできない この時 間 とい う賜の使 い方

について責任 を負わなければな りません。教

会の独身会員 として，私たちは独身であるこ

とをなげ き悲 しみ，失意の毎 日を送ることも

できれば，逆にこの生涯の一時期 を活気に満

ちた創造的な日々 とす ることもで きます。私

たちがこの時期をどのように過 ごすかは，現

在と究極の幸福だけでな く，永遠の進歩をめ

ざす上でも非常に重要であると確信 しています。

初めに，職業の問題について考 えてみまし

ょう。これまでもたびたび次のよ うな質問を

耳にしてきました。「末 日聖徒の独身女性は，

お金をかけてでも多方面に及ぶ教育 を受けて，

多くの時間を要求 され る職業に就 くように し

た方が よいので しょうか」 と。それに対 して

私は一概にこうだとは決め られない と答えて

きました。けれ ども，専門的職業に就いて大

きな喜びを見いだしている人も現実には大勢

います。そういう私 も，医学部の教授，臨床

専門医として人々に奉仕することに大 きな満

足感を覚 えている者のひとりです。特に判別

しに くい臨床診断を掘 り下げてい く時の喜び

は格別 です。また，祈 りと神権の祝福 を通 し

て，私が今行なっているこの仕事が主の 目か

ら見て喜ばしいものであるという個人的な確

信 と慰め も得ています。

しかし， このように 多くの時間と労 力を費

や して仕事 をして も，教会のほ とんどの女性

はそれだけで満足はしないことでしょう。 自

分の経験を振 り返って見て もそのことが言え

ます。これまでに得 た決 して忘れられない大

きな喜 びは，私が携わっている特別な仕事 に

よってではな く，ひそかに行なった慈善の奉

仕活動か ら得たものだか らです。

私たち独身者には， どのようにすれば人々
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の生活に祝福 をもたらすことがぞ きるかを学

`ぶ時間が与えられています
。 ところが， 自分

自身の問題や要求 にとら.われて，周囲の入々

の悲しみや悩 みに全 く耳 を貸 そうとしていな

いのが現状です。監督や扶助協会会長に尋ね

れば， ワー ド部の中で温かい食事 を必要 とし

ている人はだれか，芝生の手入れを必要 とし

ている家庭はどこか，あるいは親 しい友達 を

必要 としている人はだれかを知 る;と ができ

ます。温かいパ ンや焼きたてのパ ンを戸口で

見つけた時に，病気等で外出できない人々は

どれほど驚 き，喜ぶことで しょっ。

独身時代ほ ど自由な時間はない と思 います。

私 たちはインスティテユー トや家庭学習 コー

スを受 けることができます。また，聖典の学

習計画を立て，それを熱心に進めることもで

きます。こうして培われた自己訓練の習慣は，

必ずその後の生活に大 きな影響 を及ぼすはず

です。

またその気になれば，数 多 くの良書 を読む

ことができます。

さらに，様々な才能 を磨 き，趣味を多くす

るこ ともできます。この仕事 を始めるように

なった最初の頃，私の収入はそれ程 多くあ り

ませんで した。そこで，私は， クリスマスの

贈 り物 を全部 自分で作ろうと決心 しました。

そして，よいアイデ ィアが ないか と，ろ うけつ

染めの本を買いました。すると意外なことに，

この私に も芸術の才能があったのです。私 は

両親へ 自分で染めて作った もの を額に入れて

贈ることにしました。す ると，その額縁 を作

って下 さった画廊の主人は，私のろうけつ染

めが大変気にいって，個展 を開いてはどうか

と言って下 さいました。そ して個展は大成功

を収め，作品を売らて得たお金は家賃の支払
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いに当て， また，家を購入するための貯金に

回す ことができました。

私たちはまた，長い間延び延びにしてきた

系図の作業 を始め ることが できます。私は弟

と一緒にまず資料の収集に取 り掛か りました。

そしてこれまで経験 した ことのない全 く新 し

い喜びを知 ったのでした。今.では，家族をあ

げて古い写真 を集め，記録 をた どり，家族の

系図表を作成してい ます。

教会の責任 を熱心に果たす ことに よって得

られ る大 きな喜びも見逃せ ませ ん。私は 日曜

学校中央管理会の会貝ですが， ワー ド部の 日

曜学校 でも教師 として奉仕 し，大 きな喜びを

得ています。

また，健康 を維持するために運動する時間

も.あります。私 はスキーに行 きます し，週の

内の3日 はテニスをします。また，愛犬を連

れてランニングにも出かけます。このような

日々の運動か ら得 られるそう快な気分は肉体

を活気づけると同時に，霊 を高揚させて くれ

ます。

ワー ド部や支部の家族 と交流 し，小 さな子

供たちと友達になることができます。私は野

球の試合や水泳大会， ピアノやバイオリンの

リサイタル， クリスマス演劇祭などに もよく

招待され ます。(い や，むしろ私の方か ら積極

的に出かけて行 くと言った方が よいか もしれ

ません。)そ して私たちが示す模範のカによっ

て，若人が福音の原則に従 って立派な大人に

なるよ う励 ますこともできるのです。

また，だれに も邪魔 され ることな く，ひ と

りで静かに天父と語 り合 うことができます。

私は断食と祈 り， それ も長い時間 をかけて天

父 と語 り合 うことの大切 さをよく知 っていま

す。イノス書 を読み，長い時間かけて主に祈

ろ、うと決心 してか ら，私 の生活は急に変わ り

ました。そして，驚 くばか りの祝福 を得 まし

た。当面の生活や将来の生活に対する個人的

な導 きだけでな く，私が幸福になれ るように

主が特別な愛 と関心を注いで下 さっている と

いう揺 るぎない証 をも得たのです。

それでも孤独感や失望感 をどうしても打ち

消せない時があ ります。そのような時は， ど

うすれば よいのでしょうか。今 月の初め，私

は珍 しく気がめいってしまいました。そして，

耐えがたい孤独感に襲われました。近所には

親 しい友達が住んでいます。そこでいつ もの

ように，私は彼 らの友情にすが りました。こ

のような隣人や友人の愛に満ちた思いや りに

励まされ，私はその時，ひとつの大切 な教訓

を学んだのでした。「必要な時に，私たちを励

まし，力づけ，助けて くれ る人々の愛の手が身

近にある」 と。 もう一度周囲 を見回して下さ

い。 きっとや さしい愛の手がそこにあ ります。

失意の どん底にある時， もう一度周囲を見

回して下 さい。落胆は，サ タンが用いる最 も
こうかつ

狡猜 で悪 らつな手段 です。サ タンは，私たち

に尊敬や愛情を受ける値 うちのない者である

という思いを植 え付け，私 たちを自己卑下の

淵に引きず り込んでしまうのです。このよう

な落胆か ら逃れる最 も確実 な方法は， 自分 を

必要 としているだれかがいるという自覚を持

つ ことです。ほかのだれかに祝福 をもたらそ

うとす る時に， 自分の問題や悩みはす ぐに解

消 して しまいます。つまり自分もほかの人の

生活 を明る くし，主の喜ばれることを行なっ

ているとい う確信か らくる温かい光の下で，

それ らはたちまち解消 してしまうのです。

この貴重 な宝である時間 を有効 に使 い， こ

の特別な賜 を主に感謝 しようではあ りません

か。 まず 自分か ら興味を持 って行なわなけれ

ば，本 当ρ興味は湧いてきません。私 たちに

は，今それ を行 なう時間が与 えられているの

です。
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伝道する大管長の



姿 を見て

画

，

地域大会が始まった当初は，マ ンチェスタ

ー， メキシコ ・シテ ィー， ミュンヘ ンといり

ように，大会は一度に1ヵ 所で しか開かれな

かった。当時の地域大会のスケジュールは，

教会幹部 にとって比較的楽であった。 しかし

地域大会 をより大勢 の教会員にということで，

特にスペ ンサー ・W・ キンボール大管長の指

導に より，大会が5，6ヵ 所で引き続 いて行な

われるようになってから，旅行 スケジュール

は過密で厳 しいものになった。

1975年 にアジアでの地域大会の計画が発表

になった時，私は少々不安を持ち，教会幹部

夫妻，その他の一行には医師の同行が必要だ

と感 じた。一緒に旅行する人数はご く少数 で

あったが，必要 とあらば手当てが施せ るよう

にしてお くことが大切だ と思った。そこで，

地域大会にひとりの医師が随行する必要があ

るとの提案をし， それが認め られた。そして

私にその責任が与 えられ，1976年 に欧州へ随

行 した しだいである。

私 は， 出発 当初か ら，同行 者に対 してキ

ンボール大管長御夫妻が示 される細やかな心

遣いに感動 した。私たち夫妻がソル トレーク・

シティーで飛行機 に搭乗すると， ちょうど座

席がキンボール大管長の後ろであった。離陸

して数分後にシー トベ ル ト着用のランプが消

えると， キンボール大管長は後ろを振 り返っ

ジエ ー ム ズ ・0・ メ イ ソ ン博 士

て，私 たちに 「気分は悪 くないですか」 と尋

ねて下さった。大管長や 同行の人々の世話 を

す るためにいる私たちに，その ような心配 り

をして下 さったのである。その旅行の間中，

親切 で親 しみやすい，しか も偉大 な予言者は，

常 に周囲の入々を気遣ってお られた。 目下を

問わず丁重な大管長の温かさが，旅 をひとき

わ快適にしていた。

パ リでの地域大会を終えた私たちは，次に

フ ィンラン ドのヘルシンキへ飛んだ。キンボ

ール大管長はすでに3日 間の強行スケジュー

ルをこなしていた。毎 日早朝に起 き，一 日中

びっし り詰 まったスケジュールを消化 し，夜

は遅 く床に就 く。大管長は他のだれよ りも忙

しかった。

大会では 管 理 と司会 のほか，通訳を介し

て長時間話をし，神経の疲れる記者会見に臨

み，大勢の地域の教会指導者 を面接 し，任命

した。その夜遅 く，飛行機でヘルシンキに向

かい，途中， コペ ンハーゲンで乗換えがあっ

た。そのコペ ンハーゲンの空港の廊下を歩い

ていた時の ことである。キンボール大管長が

服の入 った旅行かばんをさげていた。私は手

ぶ らだ ったので，近づいて行って.，「キンボー

ル大管長，かばん をお持 ちしましょう」と言

うと，大管長 は振 り向いて，「ありが とう。で

も大丈夫です。手持 ちぶ さたになりますか ら」
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と言われた。 自分の荷物は自分 で持 ちたいと

いう気持 ちが大管長の顔の表情に うかがえた。

だれに も自分のことで負担 をかけた くないと

いう大管長の態度に，私は旅行全体 を通 じて

さわやかに胸 を打たれた。

最後の開催地 である ドイツの ドル トムン ト

では，歴史の古い美 しいホテルに滞在 した。

ホテルのマネージャーは，す らりと背の高い

いかめ しい顔立ちの銀髪のプロシア紳士 であ

った。軍隊の将校にでもなれそうな風貌であ

った。ホテルに到着 した翌 日， このマネー ジ

ャーがキンボール大管長を評 してこ う言った。

「あの方がこのロビー を通 るたびに
，私 は圧

倒 されるような ものを感 じるんです。」彼はキ・

ンボール大管長か ら放たれ るみたまを感 じた

のであった。その後間もな く，彼は予言者に

紹介され，短い語 らいのあとでキンボール大

管長から家庭の夕べ の本をプレゼン トされた。

それから彼は宣教師のレッスンを受け ること

になった。

ホテルのマネー ジャーは，ご く短時間の出

会いなが ら，生け る予言者か ら強烈な影響 を

受けたのである。ホテルを出発する 日，私た

ちが ホテルの正面からバスに乗 り込み，一方

通行のために1丁 ほど行って向きを変え，また

引き返 してホテルの前 を通 ると，この端正で

上品な紳士が歩道に立 って，白いハ ンカチ を
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振 りながらキンボール大管長に別れの挨拶 を

していた。ホテルのマネージャーが， ロビー

を歩いている予言者の姿 を見ただけで主のみ

たまを感 じた というのは，大切 なことである。

ごらんの通 り，キンボール大管長あ外見は私

たちと何 ら変わ りがない。その外見か ら，何

ひ とつ特別なところはない と考 えるか もしれ

ない。 しか し，大管長の内なる霊は特別であ

る。

ドル トムン トの大会後，一行の大半がア メ

リカに帰国 した中で， キンボール大管長夫妻

とタナー副管長夫妻， そのほか数名はスイス

のベルンに向かった。 そして，大管長 と副管

長はスイス神殿でさらに丸1日 半多忙な時間

を過 ごした。それまで14日 間に，5ヵ 所で開

かれた大会に出席 した上 にである。その後，

一行はベルンか らバスでチュー リッヒに向か

い，そこか ら飛行機でニュー ヨー クへ行 き，

そこでさらに別 の飛行機に乗 り継いで ソル ト

レー ク ・シティーへ帰 ることになってい.た。

その間，ふた りは休むひまもなかった。この

時に も，私 はキンボール大管長の並はずれた

意欲 と実行 力を見たのである。

それまで14日 間働きづめで， しかもこの先

30時 間，ベ ッドに入ることも，体を横たえる

こともできない の.である.。バスの中ではほ と

んどの人がシー トに もたれて うたたね を始め

r
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，

ていた。私はキンボール大管長の後ろの座席

にすわっていて，1時 間で も体 を休めてほ し

いと思った。 ところが，高速道路に まだ入 ら

ない うちに，キンボール大管長は席 を立 って，

運転席の隣の折 りたたみ座席に席を移 した。

私が ぐった り疲れて座席に身を沈めていた間

に，だれよ りも疲れているはずの予言者が，

まだイエス ・キ リス トの福音を知 らない人が

バスの中にひとりいるというこ とで，休 もう

としないのである。

シー トの背にもたれながらその様子 を見てい

た私 は，何か後 ろめたさを感 じた。伝道がこの

上な く大切 であることをよ く知 っていた予言

者は，人々に福音を伝えたい とい う燃えるよう

な願 いか ら疲労 を押 して行動されたのである。

英語 をほ とんど話せない運転手に大管長は

どのように話 をされるのか と，私は気をもん

でいた。キンボール大管長は ドイツ語 を話せな

か った。そのため，初めの内は，お互 いに意志

が通 じないようであった。ところが，数分 もた

つ と，お互いの話がよく理解できるよ うになっ

てきた。そこで今度は，言葉が通 じるかどう

かの心配 より，運転手がひんぱんにキンボー

ル大管長の方 を見 るので，バスの運転の方が

心配になってきた。運転手がキンボール大管

長の誠実な話 を理解 し，関心を持ったこ とは，

はた 目か らもよくわかった。ふ たりの会話は

バスがチュー リッヒ郊外に着 くまで続き， キ

ンボール大管長は ようや く座席に戻った。

バスがチュー リッヒ空港に到着す ると， ス

イス ・チュー リッヒ伝道部のゲ リー ・E・ オ

ブライエ ン伝道部長が出迎 えにきていた。キ

ンボール大管長 はバスの扉が開 くのを待って

オブライエン伝道部長 を中に呼び入れ，握手

をしなが ら，「オブライエン伝道部長，この方は

さんです。この方に是非 とも福音を教 え

ていただきたいんですが」と言った。オブライ

エン伝道部長が 「はい，大管長」と答えると，

キンボール大管長 は「 さん，この人は教

会の伝道部長です。彼からイエス・キ リス トの.

福音 を教 わっていただけますか」と言った。す'る

と運転手はうなずいて，聞きますと返事 をした。

私はこの経験から，福音を伝 えることの大

切 さをあらためて教えられた。予言者は天父

と親 しく交流し，私 よりもはるかにはっきり

と幕のか なたを見ている方である。その予言

者が これほ どまでに伝道の必要性 を感 じてお

られ る。仕事に疲れきってお り，伝道の機会

をひ とつ見逃 して座席で休んだ ところで非難

され るべ きことはないと思われ るのに，キン

ボール大管長ははつ らつ として伝道を続け ら

れたので ある。私たちは 自分の家族や隣人，

友人，その他出会 うすべての人々に，そのよ

うな情熱 をもって福音を分か とうではないか。
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私 たちは・21歳 の 「ポ・プ・を除 くと詮

員が18歳 か19歳 であった。同じフライ ト

グループにもう3人 いたが，カナダ空軍の厳

しい基礎訓練に耐えきれず，途中で落後 して

いた。私 たちは，自分 たち とそ う違わない年齢

で， 自分 の命を国に捧げて戦闘機に乗 り，機

関銃 を手にしている ドイツの青年 たちに負け

まい と.数 ヵ月間の猛訓練 を受 けていたので

ある。

その基礎訓練 を終わる と，グループごとに

知恵を凝 らした 「卒業式」 を計画す るのが慣

例であった。どのグループ も他のグループに

負けない とい う自信があって，基礎訓練終了

後のフライ トパーティーが，訓練兵たちの実

力を証明する場 と目されていた。

私 たちのフライ トグループ も例に違わず，

若者 らしい情熱 をもって，訓練の総結集だ，

自分たちが トップだ，この一晩を一生忘れら

れない思 い出にするのだ と声高に言い合って

いた。そしてその 日，27人 全貝で芝生に集合

して，グループパーティーの相談 をした。

そんな中で，私は とて も孤独 に感 じた。フ

ライ トグループが編制 されてか らそのような

気持ちになったのは初めてで， もうその グル

ープから抜けたいとさえ思 った
。行 くなら一

番高級なナイ トクラブだ と言いなが ら笑い合

う仲 間 たちの表情 には，一番 の楽 しみはこ

れだ とい う興奮が彼 らの表情にあ りあ りと感

じられた。何 をしたいかみんなの意見を聞 こ

うという提案があった。そして，5，6人 が こ

れ こそ一番だ と思 う考えを述べたあ と，だれ

かが 「グリーンの意見を聞こうぜ」 と言った。

私 はグループでただひ とりの末 日聖徒で，

だれにも何 も言 いた くない気持ちだった。た

だその場 を逃れたい一心だった。教会員でな

いほかの26人 に， 自分が毎 日曜 日ほかのフラ

イ トグループの末 日聖徒 と一緒に通っている

教会の支部のことを，どう言って説明 した ら

よいのか。毎 日曜 日の夜伝道本部に招かれて

食事 をし，ピア ノを囲んで宣教師たちと一緒

＼
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に歌 を歌って，最終電車で消灯時刻に間に合

うように兵舎に帰って来る6そ の時の気持 ち

を， どのように説明できるというのか。ナイ

トクラブの とびきり楽 しいパーティー を計画

している26人 の仲間たちに，その 日曜 日は き

っと寒々しい気分で兵舎 に帰ることになるだ

ろうと言えたものか。兵舎に帰 るや一番先に

耳に飛び込んで来 るのが 「愛」 を茶化 したか

らかい言葉で，毎 日曜日兵舎の入口に足を踏

み入れるのがいやなことを，仲間はよく承知

しているはずだ。

そのような思いが次々 と心 をよぎり，最後

に落ち着いたのが，「彼らには理解 してもらえ

ない。彼らにとってぼ くの意見なんか どうっ

てことはないんだ。 多分，鼻であしらうか，

笑いとばすかだ。結局は一番興味のあるこ と

をするんだ。だから僕が何を言った ところで

無意味だ」 という考 えにいたった。 しか し，

フライ トパーティーに出な くて もすむような，

何か良い提案をしなければならなかった。私

は自分に腹 を立てた。何 ヵ月もチーム として

一緒に訓練 を受けて来たというのに
， ここに

来て突然仲間か ら抜けなければならないので

ある。どうに もしようのない状態に 自分 を追

いつめた仲間たちにも腹が立った。彼らは私

らくいん

にフライ トパー ティーのお荷物 という烙印を

押そうとしてお り，一方私は，私の参加 を促

すようなパーティー を計画で きない仲間だ と

すでに彼 らのことを決めつけてしまっていた

のである。

「さあ，グ リー ンの意見 を聞こう。」

「そうだ
，そうだ。グリーン，君はひと言 も

しゃべっちゃいないぜ。君な ら何をしたい?」

私は深呼吸をひとつ して， 目の前の芝生 を

見つめたまま，ややむっつ りとした表情で言

40

った。「うん，ぼ くがフライ トパーティーに出

るとすれば……上品な女の子 を連れて…・・1タ

バ コは吸わないし…… 口汚ないことは言わな

い。……」私はだれ をも見ようとせず，反論 さ

れることを予期 しながら身 を固 くしていた。

ところが意外だった。

しばら くの間 し一んとして，芝生の上に ピ

ンがひ とつ落 ちても聞 こえるような静けさだ

った。それか ら，円 くなってすわ?た 向かい

側のだれかが，「ええと……」 と話 し出した。

それを切 っ掛けとして，全員が次々 と意見

を述べ た。こうして私は，俗っぽい遊びを楽

しみ とす る仲間たちから身を引 く退却宣言 を

することができたのである。

「そ うだな
。……ぼ くもきれいな女の子 を

連れて きたいな。……」

そのそばから，「そうさ，ぼ くだって。」

またしば らく沈黙があり，右の方から，「グ

リー ンをパーティーの幹事 に推薦するよ」 と

声があった。ほかにはだれ も推薦されなかっ

た。

1週 間後，フライ トグループの27人 は， そ

れぞれ盛装 した相手 を連れてパーティーに参

加 した。酒はなかった。タバコもなかった。

みだ らな話 もなかった。良い食べ物 と良い音

楽 と上品なダンス……それは とて もユニー ク

なフライ トパー ティーの良い思い出となった。

私ははっきりと覚 えている。1944年 の 日差

しの強いあの午後に，みんなで芝生にすわっ

ていた時の自分 の気持ちを。自分では気のつ

かない，26人 の青年 の胸を打った何かがあっ

たことを。私は 自分 のことを彼 らのお荷物だ

と考えていたのに彼 らは私 を尊んで くれた。

その ことが私の記憶 の中に今 も鮮明に残って

いる。
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末 日の

予言者の

古 典

一 ユー ヨー ク州の農夫 の息子 ジョセブ ・ス ミスが，1820年 に受けた奇跡的な示現 を初め

て公表 した時，周囲の人々はその出来事 の重要性 と，ジ ョセブ ・ス ミスが無数の人々

に影響を及ぼすようになるというこ とを全 く理解 できなかったよ うである。従 って，予言

者 ジョセブ ・ス ミスが1844年6月27日 に殉教 した時，世の人々の大半は，ジ ョセブ ・ス ミ

スによって開始されたこの業がす ぐに も崩壊す るであろうと思った。彼 らは，ジョセブ ・

ス ミスに託された使命 と業が どのようなものであ るか何 も知 らなかったか らである。

ジョセブ ・スミスは，モルモン経の翻訳 を終 え， イエス ・キ リス トの教会の組織を整え

てか らの数年間，心か ら関心 を示す人々に喜んで自分の見神 の経験 を話 し，福音 について

説き聞かせた。

予言者の日記 を開 くと，1842年3月1日 のペー ジにはこ う記 されている。「シカゴ・デモ

クラット新聞社の社主兼編集長のジョン ・ウェン トワース氏の要請で，末 日聖徒 イエス ・

キりス ト教会の起原，発展，追害，信条につ いて，以下のような書簡 を送 った。私は神の

導きの下に教会 を設立できたことを誇 りに思 っている。ウェン トワース氏はニューハンプ

シャーの歴史を書いている友人のバス トウ氏にこの情報を提供 したい と語 っている。バス

トウ氏が正 しくこの情報 を入手 し，美辞麗句で飾 らずに誤 りな く全文 を出版 して くれ るこ

とを切 に望む。」

予言者が送ったこの書簡は，教会 では 「ウェントワース書簡」 として知 られるようにな

った。七十 人最高評議員会会貝であ り，著名 な教会の学者，歴史家であるB・H・ ロバーツ

長老(1857-1933年)は ，ウェン トワース書簡にっいてこう述べている。「これは教会の記録

文書の中で最 もす ぐれた ものである。 しか もこれは，予言者が初めて著わ した文書であ り，

そこには偉大な末 日の業の発端 となった出来事が一貫 した調子で述べ られている。……簡

潔な表現 と豊かな内容……歴史文書でこれに匹敵す るものはな く，教会の文書でもこれに

勝るものはない。その中には数ページにわたって，教会の回復の発端 となった一連の出来

事 と教義の概要，予言者の誕生(1805年)か らこれが公表された1842年3月 に至る36年 間の

歴史が驚 くほど詳細に，記されている。そこに述べられている教会の教義の概要 はそれ以

後 『信仰箇条』 と呼ばれた。……これは神学者たちが総力 を結集 して教会の主張をまとめ

た ものではない。ひとりの入が霊感 を受けて書いたものである。……当教会の原則を述べ

たこの文書が率直で，簡潔で，明白なことは，予言者 ジョセブ ・ス ミスが神 から霊感 を受

けていることを示す確かな証拠 と言える。」(研s'oη げ 焼εC肱 π髭「教会歴史」4：535)

信 仰箇条は極めて基本的な ものであ り， しか も高価 なる真珠やその他(宣 教師が伝道に

用いるカー ドなど)に 印刷 されているため， 多くの人々に よく知 られている。しかし，こ

れの書かれた時代にさかのぼって入念に読み返す時，新たな意義 を見いだす ことだろう。
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私 は1805年12月23日 ・ バ ー モ ン ト州 ウ イ ン

ザー郡シャロンの町で生 まれました。10

歳の時，両親と共にニューヨーク州パルマ イラ

に移 り，4年 ほどして，そ こか らマンチェスタ

ーに移 りました。父は農業の傍ら，私 によく家

畜の飼育法 を教 えて くれました。14歳 の頃か

ら私 は，将来のために備 えることの大切 さと，

また どのようにすれば救われるかを考えるよ

うになりました。 しか し， 当時宗 派間の対立

が大 きく，ある宗 派に行け ばある教 えを，

他の宗派に行けば他の教えをと，それぞれの

宗派が自分たちの教義 を擁護 し，論ず るとい

った有様でした。すべての宗派が正しいはずは

ない，神がこの ような混乱をお認めになるは

ずはない と考え，私は もっとよく調べてみる

ことにしました。もし神が教会 をお建てになっ

たとした ら，それはいくつもの宗派に分かれる

はずがないこと， またもし神がひ とつの礼拝

の方法，ひ とつ の儀式の方法を教えられた と

すれば，教会の教 えはひとつであり，相反する

原則はないはずであると信 じていたか らです。

「あなたがたのうち
，知恵に不足 している

者があれば，その人は，とがめもせずに惜 しみ

な くすべての人に与 える神 に，願 い求め る

がよい。そうすれば，与えられるであろう。」(ヤ

コブ1：5)私 は神のみ言葉を信 じて，このヤ

コブの宣言 を実行す るこ とに しました。 こっ

して私は人目を避けて森 に入 り，主に祈 り始

めました。全力をふりしぼって嘆願す ると，私

をとらえていた何 とも知れぬ力が離れ去 り，

私は天よ りの訪れを受 けました。太陽にも増

して輝 く光の中に，姿かたちのよ く似たふた

りの御方がみ姿 を現わされたのです。そして私

に， どの教派 も誤った教 えを信 じており，神

の教会あるいは王国 として神の 目にかな うも

のではないと言われました。そして 「どの教派

にも入らないように」命 じ，完全な福音が近

い将来私 に知 らされ ると告げられたのです。

1823年9月21日 の 晩，聖書に述べ られてい

る先の約束を信 じて神に祈 りを捧げていると，

突然部屋の中が真昼のように明るくなりまし

た。しか し，陽の光 よりもはるかに清 く，は

るか に栄 えある現われでした。その時，私は

全身にある種の衝撃 を感 じました。その瞬間，

ひときわ明るい光に包まれたひとりの御方が

私の前に立ちました。 この御方は， 自分は神

の使いであると言い，神が古代 イスラエルの

民に交わされた誓約が間 もな く成就 されるこ

と， メシヤの再臨に備 えてみ業が速やかに開

始されること，完全な福音が万国に宣べ伝え

られ，民に福千年の備えを促す時期が訪れた

ことを告 げられました。さらに， この栄 えあ

る神権時代に主のみ業 を成す神の器 として私

が選 ばれたことを知 らされたのでした。

ほかに も， このアメ リカ大陸の原住民につ

いて，彼 らが どの ような民で， どこから来た

か，彼 らの起原や 発展，文 明，律 法，政 体

の大要， また義なる行 ない と邪悪さ，最終的
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に民から取 り上げ られた神の祝福について知 ・

らされました。また， この夫陸(ア メリカ大

陸)に 住んでいた古代の予言者 たちの記録 を

刻んだ金属版が埋め られている場所を明らか

にされました。このみ使いは一晩の うちに3

度訪れ，同 じこ とを繰 り返 し言われました。

またその後 も神のみ使 いの訪れをたびたび受

け，その都度末 日に起 こるはずの栄えある重大

な出来事 を告げ知 らされ ました。そ して1827

年9月22日 の朝，私は主のみ使 いか らその記

録を受け取ったのです。

これ らの記録は，金の様相 を呈 した金属板

に刻まれていました。また各板 は，幅約15セ

ンチ，縦約20セ ンチで，普通のブ リキ板ほど

の厚さでした。そこにはエジプ ト文字がいっ

ぱいに刻んでありました。また全体が3つ の

輪で本のように とじられて1冊 になってお り，

厚さは15セ ンチほどでした。その一部 は封 じ

られていました。封 じられていない部分の文

字は，小さ くきれいに刻 まれていました。ま

た本全体にわたって，その作 りの古 さを示す

多くのしるしが見 られ，彫刻技術は見事で し

た。胸当てに固定された弓に，2個 の透明な

石がはめ られてお り，古代の人々が 『ウ リム

と トミム』 と呼んだ珍 しい道具 も，その記録

と共に見つか りました。私はウ リム と トミム

を仲立ちとし，神の賜 と力によって記録を翻

訳 しました。

この重要かつ興味深い書物の中には，古代
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ア メ リカの歴史が記 されてい ます。その歴史

は，言語が乱された時バベ ルの塔のあった地

から最初に渡ってきた民に始 まり，紀元5世

紀の初めに至 るものです。 この記録によると，

その昔アメリカ大陸にはふたつの民が存在 し

ていたこ とがわか ります。ひとつはバベルの

塔のあった地か ら渡 ってきたジェレ ドの民で，

もうひ とつは紀元前約600年 に エルサ レムか

らや ってきた民です。後者はイスラエルの民

で， ヨセブの子孫です。ジェレ ドの民は， イ

スラエルの民がエルサレムから渡 ってきた頃

に全滅 し.，イスラエルの民にこの地 を譲 り渡

したので した。後か ら渡 ってきた民は4世 紀

の終 りに戦 いを始め，一部の民 を残 して滅び

てしまいました。この戦いで生 き残 ったのが，

今 日この国に住むインディアンです。ほかに

もいろいろなこ とをこの書物は語っています。

救い主が復活後，このアメリカ大陸にみ姿 を

現わされたこと，その時，美 と力 と祝福 をも

たらす完全 な福音 を民に与 えたもうたこと，

使徒や予言者，監督，教師，祝福師 を置かれ

たこと， また東半球の民が享受 した同 じ秩序，

神権，儀式，賜，力，祝福が与 えられたこと，

人は 自分の罪の結果 として神のみ前か ら切 り

離 されるこ と，民 と共にいた大勢の予言者の

内最後の予言者に，民の歴 史や予言を抄録 し，.

それ を地中に隠す ように という命令が与えら

れた こと， またこれが末 日に世に出され，聖

書 と一対になって神のみ業 を達成す るもの と



な ることなどである。 このモルモン経はノー

ブーで，あるいは巡回長老たちから購 入でき

ます。そこで，この書物についてもう少 し御説

明 したいと思います。

この記録の発見の知 らせが伝わ るやいなや，

虚報，誤報，中傷が風の翼 に乗ったように四

方に飛 びました。 そして暴徒や妊計をた くら

む者 た ちが しば しば家 を襲 って きました。

私 は幾度か狙撃され， その度に間一髪 で逃れ

てきました。また金版を私か ら取 り上げるた

めにあ らゆる策がめ ぐらされました。 しか し，

神のみ力と祝福が私 と共にあ り，私の証 を信

じて くれた人 も何人かいました。

1830年4月6日 ，「末 日聖徒 イエス ・キリス

ト教会」が，ニュー ヨー ク州セネカ郡フェイ

エッ トで初めて組織されました。その時数名

が啓示 と予言のみたまによって召され，聖任

されて，みたまの導 くままに語 り始め ました。

そして，弱い者が神のみ力によって強 きに変

えられました。さらに大勢の者が悔 い改めて

水に沈め られ，按手を受けて聖霊に満たされ

ました。そ して彼らは示現 を見 予言 をし，

悪霊が追い出され，病 人が按手によって癒 さ

れました。`その時以来，この業は急速に発展

し，間もな くニュー ヨー ク，ペ ンシルベニア，

オハイオ， インデ ィアナ， イリノイ， ミズー

リなどの各州に教会が建てられるよ うにな り

ました。 ミズー リ州においては，聖徒たちが

ジャ クソン郡に定着 しました。教会に入る人

の数が増 し，私 たちの教会は目覚 ましい発展

を遂 げていました。広大な土地 を購入し，産

物に恵まれ，教会内だけでな く隣人とも平和

で幸福 な日々 を送っていました。しか し，私

たちは，真夜中に酒盛 をし，安息 日を破 り，

競馬や ギャンブルに興 じる隣人についてい く

ことはできませんで した。(彼 らのほとんどは

社会の底辺 に住む人々で，法の手を逃れるた

めに文明杜会か らこの辺境の地にや って来た

ので した。)彼 らは初めの うちは私たちをあざ

笑 う程度で したが，次第に迫害するようにな

り，つ いには暴徒 を組織 して私たちの家 を焼

き，同胞にタールを塗 って羽根 をつけるに至

ったのです。そればか りか，暴徒たちは法律

を無視 し，無残にも聖徒たちをその地か ら追

い出 してしまいました。家 を追われた聖徒 た

ちは吹 きさらしの草原 をさまよい，子供たち

は草原に血の足跡 を残 したので した。これは

気候の厳 しい11月 のことで，聖徒たちをおお

うものは大空 しかあ りませんでした。この事

件に州政府は 目を向け ようともしませ ん。土

地の所有権 をもっていたにもかかわらず， ま

た法に背いたわけで もないのに，私たちには

何の救済 も与え られませ んで した。

無残に家 を追われた者の中には病人が少な

くあ りませんで したが，'この苦難に耐え，安

らぎの場 を見つけなけれ ばな りません で し

た。 こうして大 勢の者が安 らか な生 活 を奪

われ，必要 な手当1(も 受け られずに死んで い
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きました。親や夫，妻 を失 った人の数は知れ

ません。農場は暴徒に占拠 され数え きれない

程の牛や馬，羊，豚が奪われ，家財をは じめ

貯蔵品，印刷機， タイプな どが奪われたり，

壊された りしました。

聖徒の多くはクレイ郡に移 り，1836年 までの

3年 間，そこにとどまりました。暴徒の手はこ

の地 までは届 きませんでしたが，いつかやって

くるだろうという恐れはだれ しもが抱いていま

した。1836年 の夏，恐れていたことが想像以上

に激しく襲ってきたのです。人民集会が召集 さ

れ，決議が下 され，復讐 と破壊 の兆 しが見え，

事態はますます険悪になりました。ジャクソン

郡 の事 件は序幕に過 ぎなかったのです。 ま

た，ジャクソン郡の当局が仲裁に乗 り出さなか

ったことから，暴徒たちはこの クレイ郡で も同

様だろうと考 えました。それが事実 とな り，私

たちの郡当局への訴えは受け入れられませんで

した。こうして私たちは多くの家財 を奪われ，

土地 を失い，またもや家を追われたのです。

次に私たちは コー ル ドウ ェル とデビース

郡に移 り， そこでさらに定住地 を増 し，迫害

の手か ら逃れて新 しい町をつ くろうと考 えま

した。ところがそこでも平和な暮 らしを守る

ことはで きませ んで した。1838年 に再び暴徒

の襲撃 を受 けました。そればか りか，ボッグ

ス知事は撲滅令を出 し，その命令の下に郡全

体に またがって組織された強盗団に牛や羊，

豚な どを盗まれ ました。 また，大勢の聖徒が

殺害 され，婦入の貞操が奪 われたのです。そ

の上，剣 を突きつけ られていたので，財産譲

渡の証書に署名せ ざるを得 ませ んで した。次
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か ら次へ と浴びせ られる人間 とも思えない邪

悪 な略奪者の卑劣な行為に耐えて，12，000な

い し15，000の 人 男女，子供 が 自分 た ちの憩

いの家 を追われ，所有地を奪われて，家 も友達

も安 らぎもないまま(厳 冬の下で)流 浪の民 と

なり，温か く穏やかな地，残忍な者のいない地

に逃難所を求めてさまよい歩きました。寒 さと

苦難のために病人が続出 し，死ぬ者 も多 く，

夫や子供，親 を失った者も少なくなく，貧困者

も数 えきれないほ どでした。ミズー リ州での卑

劣で残 忍な不法行為がもたらした不正や虐待

行為，殺 人，盗み，苦難，悲 しみのすべ てを今

ここに書 き連 ねることはとうていできませ ん。

先に申し上げたような状態で，私たちは1839

年 に イリノイ州に入 りました。そ して私たち

はここで歓待 を受 け，法律に従って正 しい扱

いを受 けることができました。こうして私た

ちはバ ンコック郡 に 「ノーブー」 という市 を

建設する事業に着手 したのです。市の人口は

6，000な い し8，000で， 周囲の どの郡 よ りも大

きく， もちろん州最大の市で した。私たちは

市の憲 章や 軍務 に関 す る憲章 を定め，現在

1，500名 か ら成 る軍隊 を組織 しています。 ま

た，教育制度や農業 と工業に関する制度 も定

め ました。私たちは独 自の法律 と行政官の下

に，他の自由市民が享受 しているすべ ての特

権 に浴 しています。.

迫 害が真理の進展 を止めることはあ りませ

んで した。か えって迫害が拍車 とな り，真理

は急速に広 まっていきました。中傷 と非難の

まっただ中 を，教会の長老たちは真理に対す

る確信 と誇 りをもって合衆国のあらゆる州に

出向 き，福音の種 をまいたので した。そして

福音は町や村に広まり，そう明で気高く，愛国

心に富んだ市民が，神の戒めに従 い，福音の神

聖 な真理による統治を受けるようになったので

す。また，真理は合衆 国内にとどまらず，英国

やアイルラン ド，スコットラン ド，ウェールズ

にまで広 まり，1840年 に は宣教師が派遣 され，

5，000人 以 上の人が真理の旗 の下に集 まりまし

な。こうして今 では各地に大勢の会員がいます。

私たちの宣教師は， ドイツやパレスチナ，

オランダ， オース トラ リア，東イン ドなど様

様な国々へ出で立ち，今や真理の旗が掲げら

れています。いかなる汚れた者の手 も，この

み業の発展 を止めることはできません。迫害

は威 を振 い，暴徒は連合 し，軍隊は集合し，

中傷の風が吹き荒れるか もしれませ ん。しか

し神の真理は大胆かつ気高 く，悠然 と出で立

ち，あ らゆる大陸を貫き，あらゆる地方に至

り，あ らゆる国に広 まり，あらゆ る者の耳に

達 し，神の 目的は成 し遂げられるでしょう。

か くして，大 いなるエ ホバは，み業は成 った

と告げられることで しょう。

われ らは，永遠の父なる神 と，その御子

イエス ・キリス トと聖霊 とを信ず。

われらは，人は皆各々其身にてなしたる罪
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とが

に対 して罰 を受け，アダムの智に対 して罰，

を受けざることを信ず。r

われらは，キ リス トの賄罪により，すべて

の人類は，福音のおきて と儀式 とを守るこ

とによりて救われ得ると信ず。

われ らは，福音の第一原則 と儀式 とは

第1.主 イエス ・キ リス トを信ずる信仰

第2.悔 い改め

第3.罪 の赦 しを受 くるために水に沈め

らるるバプテスマ

第4.聖 霊の賜 を授か るための按手礼

なることを信ず。

われ らは，福音 を宣べ，且つその儀式 を執

り行 うためには，啓示 と，権威ある者の按

手により，神によりて其任に召されねばな

らぬことを信ず。

われらは，教会には，初期の教会に在 りた

ると同一の組織 すなわち使徒，予言者，

監督，教師，祝福師等のあるべ きこ とを信ず。

われらは，異言 を語 る力，予言す る力，

啓示，示現 を受 くる力，病 を医す力，異言

を釈 く力等の賜あることを信ず。

われらは，正確に翻訳 されたる限 り，聖書

は神の御言葉 な りと信ず。 またモルモン経

(英文)も 神の御言葉 なりと信ず。

われらは，すべて神のこれまでに啓示したま

いしこと，すべ て今啓示 したもうこ とを信 じ，

なお今 より後，神の王国につきて 多くの偉大

にして重要なることを啓示したもうことを信ず。
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われ らは，イスラエル人は，文字通 りに四

方 より集合 し，その十支族の元に立ちか え

ることを信ず。われ らは，シオン(新 エル

サレム〉はア メリカ大陸に建 てられ，キ リ

ス トは御 自ら地上に王とな りて治め たまい，

地球 は元にあ らた まりて楽園の栄 えを受 く

ることを信ず。

われ らは，自らの良心に従い，全能なる神

を礼拝する特権あ りと主張す。 また，われ

らは，すべての人々にこの特権 を許 し，何

所な りとも，如何様な りとも， または何 な

りともこれ を礼拝す ることを妨 げず。

われ らは，王，大統領，統治者，長官に従

うべ きを信 じ，また法律 を守 り，敬い，支

うべ きを信ず。

われらは，正直，真実，貞潔，慈善，高徳

なるべ きこと，およびすべての人に善 を行

うべ きを信ず。 まことにパウロの訓戒に従

うというを得べ く，われらはすべてのこと

を信 じ，すべてのこ とを望 む。す でに多く

のことを堪 え忍びたれば，あらゆることを

堪 え忍び得 んことを望む。 もし何にて も，

徳高 きこと，好ましきこと，よき聞えある
ほ

こと，あるいは褒むべ きこ とあらば，われ

らはこれらをたずね もとむ るものな り。

敬 具

ジ ョセ ブ ・ス ミス

(κ 獅oη(ゾ 漉6C肱 名碗 「教 会 歴 史 」4：535)



「私 を覚えていらっ しゃいますか
。」

スペ ンサー ・W・ キ ンボール

罪 を犯 した人々の歩む道はふたつ しかなレ'・

ひ とつは，良心 を麻痺 させ，精神安定剤

を用いて感覚 を鈍 らせ るこ とである。 しか し，

完全に罪を忘れ去 るこ とはできない。 もうひ

とつは，悔 い改め をし，生活 を変えることで

ある。しか し，アルマが語っているように，悔

い改めなしには赦 しはない し，苦 しみの伴わ

ない悔 い改めはないのである(ア ルマ39：6

参 照)。 ところが，多くの人々が行なっている

悔 い改めは，悔いる気持ちを多少覚 え，天父

に一，二度，短い祈 りを捧げて赦 しを請うだ

けである。 しか し，重大 な罪を犯 した場合に 、

は，その ような祈 りでは不十分である。純潔

の律法 を破 ることは，殺人に次 ぐ最：も重大な

罪のひ とつである。もちろん，殺人は，私たち

が知る限り，この世 で赦されない罪である。ま

た，純潔の律法を犯 した者は必ず罰を受ける。

純潔の律法を犯 した者は，速やかに監督あ る

いは支部長のもとへ行 き，心を開いて，すべ

ての事実 を監督に告げるべ きである。少しの

隠し立てもしてはならない……。

人の罪が赦 されるのはこの ような手順 を踏

むことによるのであって， 罪を無視 してはな

らないのである。罪を犯 した者は，まず管理

の権能 を有する教会役員の もとへ行 き，問題

を明らかに しなければならない。

私は，ソル トレーク神殿で経験したちょっ

とした出来事についてお話 したい と思 う。私

はひ とつの儀式 を終え， もうひとつの神殿結

婚 を執 り行 なうために，長い廊下を急いでい

た。その時， ひとりの婦人が私の後を追って

来た。彼女は，不安 げな面持ちで尋ねた。「キ

ンボール長老，私 を覚 えていらっしゃいます

か。」私は赤面す る思いであった。どうしても

思い出せなかったのである。これ まで，数 え

切れない程 多 くの人々にお会いしてきている

ので，思い出すのは難 しかった。「申し訳あり

ませんが，思い出せません。」 ところがその婦

人は，失望す るどころか， とてもうれ しそう

であった。ほっとしたように彼女は言った。

「覚えてい らっしゃらなくて， とてもう.れし

いです わ。私たち夫婦は，一度， あなたを交

えて，私たちの生活を立て直すことについて

夜通 し話 したことがあ ります。私たちは罪を

犯 し， それか ら脱するために苦 しみもがいて

いました。それ を正す ために， あなたは一晩

を費や して下 さいました。」彼女は続けて言っ

た。「私たちは悔い改めて，生活を完全に変え

ることがで きました。あなたが覚えていて下

さらなかったことを，私は喜んでいます。も

し使徒のあなたが私 を忘れておられるのなら，

救い主 も私の罪 を覚えてい らっしゃらないこ

とでしょう。」 彼女の顔は安 らいでいた。「あ

りが とうございました。主は.，もはや私たち

の罪を忘れて下さっていることでしょう。」聖典

に言われているように， もし私たちが罪を完

全に悔い改め，生活を全 く変 えるならば，主

はその罪を忘れて下 さることであろう。
'(アムステルダム

，地域大会，1976年8月7

日)



匹
[㌦ 聖 徒の道 1978年6月20日(毎 月1回20日 発 行)第22巻 第6号

昭和42年12月18日 第3種 郵 便 物 認 可

「私 は
，ヤ]プ の証が真実であることを悟 っ

た。すなわち 『知恵に欠くる者あらば神に願

うべ し。然 らば与えられ，然も讐めを受けざ

る』 ことを。

私 は，示現を受けたのであるからそれが事

実であるのを身を以 って知 っている。私は神
`
がそれを知りたもうことを知っている。私 は

それを打ち 消す ことはでさなかった。また敢

て打ち 消そうとも しなかった。私 は少くとも，

本 当にあ った ことを打ち消すならば神の怒 リ

を受 けて罪の宣告を受 けることを知っている」

(ジョセ フ ・ス ミスの著2：26，25)
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